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一　

は
じ
め
に

中
国
の
陝
西
省
や
山
西
省
な
ど
の
少
な
く
な
い
地
域
で
は
、
未
婚
の
男
性
が
死
亡
す
る
と
、
そ
の
父
母
は
女
性
の
死
体
を
探
し
求
め
る

の
に
余
念
が
な
い
。「
死
後
婚
姻
」
で
も
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。「
冥
婚
」
と
呼
ば
れ
る
こ
の
風
習
に
よ
っ
て
、
未
婚
女
性
の
死
体
は
高
価
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な
「
人
気
商
品
」
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
六
年
の
春
、
山
西
省
に
住
む
胡
青
花
氏
は
、
清
明
節
（
四
月
四
日
）
を
迎
え
、
三
年
前
に
亡
く
な
っ
た
息
子
の
た
め
に
冥
婚
を

行
な
っ
た
。
女
性
の
死
体
の
価
格
は
一
八
万
人
民
元
（
以
下
、「
元
」）
も
あ
っ
た
が
、
胡
青
花
氏
は
と
て
も
満
足
そ
う
に
言
っ
た
。「
彼
女

の
写
真
を
見
ま
し
た
が
、
と
て
も
美
し
く
て
年
齢
も
息
子
と
同
じ
な
の
で
、
二
人
は
よ
く
似
合
い
ま
す
」。
人
々
は
、
死
体
の
価
格
に
驚

い
た
。
し
か
し
、
山
西
省
現
地
の
人
々
は
、
こ
れ
を
羨
ま
し
が
る
ば
か
り
か
嫉
妬
ま
で
し
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
中
国
の
「
冥
婚
市

場
」
で
は
、
こ
の
よ
う
に
美
し
く
、
死
亡
し
て
間
も
な
い
「
良
質
」
の
死
体
は
見
つ
か
り
に
く
く
、
も
し
運
が
良
く
て
見
つ
か
っ
た
と
し

て
も
、
一
八
万
元
で
は
買
え
な
い
か
ら
で
あ
る（（
（

。

そ
れ
か
ら
間
も
な
い
二
〇
一
六
年
四
月
二
三
日
、
山
西
省
華
信
経
済
開
発
区
で
は
、
一
五
歳
の
少
年
張
超
風
が
六
人
の
同
年
輩
に
殴
打

さ
れ
死
亡
し
た
事
件
が
発
生
し
た
。
少
年
暴
力
致
死
事
件
で
人
々
が
受
け
た
衝
撃
は
ま
だ
解
消
し
て
い
な
い
の
に
、
死
者
張
超
風
は
再
び

他
の
事
件
の
主
人
公
に
な
っ
た
。
二
〇
一
六
年
五
月
六
日
、
彼
は
父
母
に
よ
っ
て
冥
婚
さ
れ
、
あ
る
少
女
の
死
体
を
「
妻
」
と
し
て
迎
え

入
れ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
「
夫
婦
」
写
真
が
マ
ス
コ
ミ
に
報
道
さ
れ
る
と
、
人
々
の
冥
婚
に
対
す
る
関
心
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た（（
（

。

「
冥
婚
」
と
は
、
男
女
が
未
婚
の
ま
ま
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の
家
族
が
「
死
後
婚
礼
」
を
行
な
い
、
死
体
を
合
葬
す
る
中
国
の
伝
統
慣

習
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
、
死
亡
し
た
男
性
の
家
族
が
女
性
の
死
体
を
捜
し
求
め
、
そ
の
二
人
を
合
葬
す
る
形
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、彼
ら
は
、死
後
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、夫
婦
の
縁
が
結
ば
れ
、「
あ
の
世
」
に
お
い
て
結
婚
生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
。「
陰
婚
」

「
嫁
殤
婚
」「
冥
配
」「
攀
陰
親
」「
幽
婚
」「
亡
霊
婚
」「
虚
合
婚
」「
鬼
婚
」「
配
骨
」「
結
鬼
親
」「
搭
骨
屍
」
と
も
呼
ば
れ
る
冥
婚
は
、「
婚
」

と
「
喪
」
を
結
び
付
け
た
、
即
ち
「
生
」
と
「
死
」
を
有
機
的
に
結
合
し
た
極
め
て
独
特
な
慣
習
で
あ
る（（
（

。
現
在
も
、
冥
婚
は
、
中
国
の

山
西
省
、
山
東
省
、
陝
北
省
、
河
南
省
、
河
北
省
、
江
蘇
省
、
浙
江
省
、
福
建
省
、
広
東
省
、
広
西
省
、
湖
南
省
、
湖
北
省
、
四
川
省
、
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甘
粛
省
、
上
海
、
貴
州
、
重
慶
、
内
モ
ン
ゴ
ル
、
ひ
い
て
は
香
港
及
び
海
外
の
華
僑
社
会
な
ど
の
少
な
く
な
い
地
域
で
、
依
然
と
し
て
盛

行
し
て
い
る（（
（

。
こ
の
中
で
山
西
省
は
、
冥
婚
が
最
も
盛
行
す
る
地
域
で
あ
る
。
形
態
は
や
や
異
な
る
が
、
冥
婚
風
習
は
台
湾
に
も
存
在
す

る
。
冥
婚
は
、
人
々
が
臆
断
す
る
よ
う
に
、
僻
地
に
お
い
て
の
み
盛
行
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
現
代
化
さ
れ
た
大
都
会
に
お
い
て
も
行

わ
れ
て
い
る（（
（

。
二　

冥
婚
慣
習
の
歴
史
及
び
現
況

1　

冥
婚
慣
習
の
歴
史

ア
フ
リ
カ
・
ナ
イ
ル
河
の
川
上
流
域
に
居
住
す
る
奴
阿
族
に
は
、
未
婚
で
死
亡
し
た
男
性
の
た
め
に
死
後
婚
姻
を
さ
せ
る
慣
習
が
あ
っ

た
。
新
婦
は
、
現
実
で
は
他
の
男
性
と
生
活
で
き
て
も
、
そ
の
間
で
生
ま
れ
た
子
女
は
、
死
亡
し
た
男
性
を
合
法
的
な
父
親
と
し
、
財
産

相
続
を
含
む
様
々
な
権
利
と
義
務
を
享
有
及
び
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
父
系
血
統
の
連
続
性
を
維
持
す
る
た
め
の
も

の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る（（
（

。
日
本
に
お
け
る
冥
婚
は
、
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
、
青
森
県
・
宮
城
県
・
山
形
県
並
び
に
沖
縄
県
な
ど
で

行
な
わ
れ
た（（
（

。
た
だ
し
、
戦
場
で
亡
く
な
る
男
性
が
増
え
つ
つ
、
主
に
女
性
の
人
形
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

中
国
に
お
け
る
冥
婚
は
、
三
千
年
前
か
ら
流
行
し
た
。『
周
礼
・
媒
氏
』
に
は
、「
禁
遷
葬
者
與
嫁
殤
者
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
東
漢
の
鄭
玄
は
、「
遷
葬
謂
生
時
非
夫
婦
。
死
旣
葬
、
遷
之
使
相
從
也
。
殤
、
十
九
以
下
未
嫁
而
死
者
、
生
不
以
禮
相
接
死
而
合

之
」
と
説
明
し
て
い
る（（
（

。「
遷
葬
」
は
、
生
前
に
夫
婦
で
な
か
っ
た
二
人
を
合
葬
す
る
こ
と
で
あ
り
、「
嫁
殤
」
は
、
一
九
歳
を
満
た
さ
ず

夭
折
し
た
男
性
と
の
婚
姻
を
い
う
。
周
代
の
礼
儀
で
は
、
冥
婚
は
許
容
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
逆
に
、
当
時
、
冥
婚
が
既
に
存
在
し
て
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い
た
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
。
冥
婚
の
原
型
は
、
商
代
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
甲
骨
文
字
に
は
、
商
王
が
既
に
冥
婚
を
挙
行
し
た
事

実
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
で
は
、
生
き
て
い
る
女
性
が
使
わ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
、
捕
虜
ま
た
は
奴
隷
が
充
て
ら
れ
、「
殉
死
」

の
色
彩
を
帯
び
て
い
た（（
（

。

早
期
の
儒
学
者
た
ち
は
、
冥
婚
に
反
対
で
あ
っ
た
。
中
国
歴
史
の
中
で
最
も
有
名
は
冥
婚
は
、
曹
操
が
彼
の
息
子
曹
沖
の
た
め
に
行

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。『
三
国
志
・
魏
書
・
邴
原
伝
』
や
『
三
国
志
・
魏
志
・
武
文
世
王
公
伝
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。
即
ち
、

建
安
一
三
年
、
幼
い
曹
沖
が
病
死
す
る
と
、
曹
操
は
冥
婚
を
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
ち
ょ
う
ど
司
空
掾
邴
原
に
は
、
亡
く
な
っ
て
間
も
な
い

娘
が
い
た
の
で
、
彼
に
冥
婚
を
提
案
し
た
。
し
か
し
邴
原
は
、「
合
葬
、
非
礼
也
」
と
断
っ
た
。
そ
の
後
、
曹
操
は
、
甄
氏
に
夭
折
し
た

娘
が
あ
る
と
聞
き
、
冥
婚
を
求
め
た
。
結
局
、
両
家
は
夭
折
し
た
子
女
の
た
め
に
ま
ず
「
婚
礼
」
を
盛
大
に
挙
行
し
、
引
き
続
き
葬
礼
を

行
な
い
、
二
人
を
合
葬
し
た（（（
（

。

隋
唐
五
代
、
な
か
ん
ず
く
唐
代
で
は
、
冥
婚
は
皇
室
か
ら
百
姓
に
至
る
ま
で
盛
行
し
た
。
例
え
ば
、
唐
の
中
宗
と
韋
后
は
、
亡
く
な
っ

た
息
子
李
重
潤
や
韋
后
の
弟
韋
洵
と
韋
泂
の
た
め
に
、
冥
婚
を
三
回
も
挙
行
し
た（（（
（

。
当
時
冥
婚
が
盛
行
し
た
の
は
、
仏
教
の
普
及
と
関
係

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
人
々
は
、
仏
教
を
通
じ
て
鬼
神
や
極
楽
世
界
を
信
じ
る
よ
う
に
な
り
、
夭
折
し
た
男
女
が
同
穴
に
埋
葬
さ

れ
る
と
、「
あ
の
世
」
で
偕
老
す
る
と
思
っ
て
い
た
の
で
あ
る（（（
（

。

冥
婚
は
、
宋
代
に
お
い
て
も
依
然
と
し
て
流
行
し
、
冥
婚
を
媒
酌
す
る
人
も
存
在
し
た
。
冥
婚
に
つ
い
て
最
も
詳
し
く
記
述
さ
れ
た
宋

代
の
記
録
は
『
昨
夢
錄
』
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
北
俗
、
男
女
年
当
嫁
娶
未
婚
而
死
者
、
両
家
命
媒
互
求
之
、
謂
之
鬼
媒
人
」
の
よ
う

に
、
北
方
地
域
の
風
習
と
し
て
の
冥
婚
及
び
「
鬼
媒
人
」（
冥
婚
媒
酌
）
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
ま
た
「
鬼
媒
毎
歳
察
郷
里
男
女
之

死
者
而
議
、
資
以
養
生
焉
」（

（（
（

と
い
う
記
録
か
ら
は
、
冥
婚
媒
酌
が
死
亡
し
た
男
女
を
探
し
て
「
婚
姻
」
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
代
価
と
し
て
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報
酬
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
報
酬
は
、
当
時
冥
婚
媒
酌
を
存
在
さ
せ
た
重
要
な
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。『
元
史
・
列
女
伝
』
に

は
、「
子
弟
死
而
無
妻
者
、
或
求
亡
女
骨
合
葬
之
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
元
代
に
お
け
る
冥
婚
風
習
の
特
徴
と
し
て
は
、
蒙
古
遊
牧
民
族

の
風
習
と
中
原
の
そ
れ
が
並
行
・
発
展
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
明
史
・
列
女
伝
』
に
も
冥
婚
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
る
。
即
ち
、

「
楊
○
死
而
其
未
婚
妻
殉
；
劉
伯
春
卒
、
而
其
聘
女
亦
如
之
、
後
皆
迎
柩
合
葬
」。
清
代
に
お
い
て
も
、
冥
婚
は
依
然
と
し
て
盛
行
し
た（（（
（

。

康
熙
帝
の
時
期
に
出
版
さ
れ
た
『
隰
州
志
』
に
は
、「
男
女
殤
、
択
年
相
若
者
為
冥
婚
。
両
柩
合
葬
、
両
家
往
来
婚
婭
」
と
記
さ
れ
て
い

る
（
（（
（

。
清
末
や
中
華
民
国
初
期
の
北
京
で
は
、
死
者
と
死
者
と
を
結
婚
さ
せ
る
「
喜
事
」
を
「
搭
骨
屍
」
と
呼
び
、
男
女
両
家
の
あ
い
や
け

を
「
骨
屍
親
」
と
呼
ん
で
い
た（（（
（

。
ま
た
中
華
民
国
時
期
の
『
浮
山
県
志
』
に
は
、「
男
子
未
聘
、
女
子
未
字
、
既
死
而
後
議
婚
、
両
柩
合

葬
、
名
曰
冥
婚
」
と
記
さ
れ
て
い
る（（（
（

。

2　

冥
婚
慣
習
の
現
況

上
述
の
通
り
、
冥
婚
慣
習
は
殷
商
時
代
か
ら
存
在
し
て
き
た
が
、
現
代
中
国
よ
り
盛
行
し
た
時
代
は
な
か
っ
た
。
以
下
で
は
、

二
〇
一
六
年
五
月
一
三
日
に
『
中
国
青
年
網
』
に
掲
載
さ
れ
た
冥
婚
に
関
す
る
長
文
の
記
事（（（
（

と
『
山
西
晚
報
』
の
記
事（（（
（

を
分
か
り
や
す
く

ま
と
め
て
、
現
代
中
国
に
お
け
る
冥
婚
の
実
像
及
び
問
題
点
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）　

女
性
の
死
体
を
求
め
て

鉱
業
の
発
達
し
た
山
西
省
で
は
、
交
通
事
故
や
疾
病
以
外
に
も
、
採
鉱
作
業
中
に
事
故
で
死
亡
す
る
青
年
も
多
い
た
め
、
男
性
の
死
亡

率
は
女
性
よ
り
一
層
高
い
。
ま
た
農
村
で
は
男
女
比
率
も
均
衡
を
失
い
、
女
性
の
死
体
を
入
手
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
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状
況
の
中
で
、
数
多
く
の
人
が
病
院
を
見
つ
め
て
い
る
。
も
し
「
良
質
」
の
女
性
の
死
体
が
あ
る
と
い
う
情
報
が
あ
れ
ば
、
彼
ら
は
病
院

に
走
り
だ
し
、
死
亡
し
た
女
性
の
家
族
と
死
体
の
価
格
を
め
ぐ
っ
て
交
渉
を
始
め
る
。
取
引
が
成
立
す
る
と
、
情
報
を
提
供
し
た
病
院
の

職
員
は
二
千
元
か
ら
三
千
元
位
の
謝
礼
を
受
け
ら
れ
る
。
取
引
が
成
立
し
な
く
て
も
、
死
亡
し
た
男
性
の
家
族
は
、
病
院
の
職
員
に
五
百

元
か
ら
千
元
位
の
謝
礼
を
す
る
。
こ
う
す
る
と
、
今
後
も
関
心
を
持
っ
て
協
力
し
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
女
性
の
死
体
が
あ
る
と
い
う

情
報
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
が
危
篤
に
陥
っ
た
少
女
が
い
る
と
い
う
情
報
が
あ
っ
て
も
、
人
々
は
、
そ
の
「
将
来
の
死
体
」
の
価
格
を
交

渉
し
に
来
る
の
で
あ
る
。
値
段
が
折
り
合
え
ば
、
死
亡
し
た
男
性
の
家
族
は
家
に
帰
り
、
少
女
の
訃
報
を
待
ち
望
む
。
彼
ら
に
と
っ
て
、

少
女
の
訃
報
は
「
吉
報
」
で
あ
る
。

（
2
）　

女
性
死
体
の
価
格

王
勇
氏
は
、
山
西
省
臨
汾
市
洪
洞
県
所
在
の
あ
る
病
院
の
職
員
で
あ
る
。
彼
の
目
に
は
、
女
性
の
死
体
を
火
葬
す
る
の
は
、
大
き
な
浪

費
に
見
え
る
。
実
は
、
病
院
の
霊
安
室
に
は
女
性
の
死
体
が
多
く
な
い
。
若
い
女
性
の
死
体
は
も
っ
と
少
な
い
た
め
、
い
く
ら
で
も
呼
び

値
で
売
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
、
家
柄
の
釣
り
合
っ
た
両
家
の
間
で
冥
婚
が
成
立
す
れ
ば
、
五
千
元
程
掛
か
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
初
に
は
五
万
元
に
上
が
っ
た
。
二
〇
一
〇
年
に
は
一
〇
万
元
に
ま
で
上
が
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
冥
婚
は
で
き
て
も
他
の
条

件
は
求
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
価
格
で
あ
る
。
二
〇
一
六
年
に
は
、
一
五
万
元
以
下
で
は
「
骨
一
本
す
ら
」
買
え
な
く
な
っ
た
。
だ
と
す

れ
ば
、
胡
青
花
氏
が
一
八
万
元
で
「
素
晴
ら
し
い
嫁
」
を
買
え
た
の
は
、
極
め
て
大
き
な
「
お
得
」
な
の
で
あ
る
。

女
性
の
死
体
の
価
格
は
、
年
齢
、「
新
鮮
さ
」、
毀
損
程
度
、
容
貌
、
家
柄
な
ど
の
様
々
な
要
因
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
諸
条

件
に
基
づ
い
て
勘
定
す
れ
ば
、
病
気
で
亡
く
な
っ
た
女
性
の
死
体
の
価
格
は
、
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
女
性
の
死
体
よ
り
高
い
。
病
死
し
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て
間
も
な
い
女
性
の
死
体
は
、
死
亡
し
て
時
間
が
経
っ
た
死
体
よ
り
高
く
つ
く
。
即
ち
、「
新
鮮
」
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
価
値
は
高
く
な
る

の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
若
く
て
美
し
く
、
良
い
家
柄
出
身
で
病
死
し
て
間
も
な
い
女
性
の
死
体
は
「
最
上
品
」
で
、
そ
の
価
格
は
十
数
万
元

か
ら
数
十
万
元
に
上
る
。
こ
れ
に
対
し
、
名
前
も
身
分
も
戸
籍
も
不
明
で
、
腐
敗
や
変
形
の
程
度
の
甚
だ
し
い
死
体
の
価
格
は
下
落
す
る
。

女
性
の
死
体
は
、「
湿
屍
」
と
「
干
骨
」
に
分
か
れ
て
売
買
さ
れ
て
い
る
。「
湿
屍
」
は
、埋
葬
さ
れ
て
間
も
な
い
死
体
を
、そ
し
て
「
干
骨
」

は
埋
葬
さ
れ
て
数
年
も
経
っ
た
死
体
を
指
す
。「
干
骨
」
の
値
段
は
、
当
然
、「
湿
屍
」
よ
り
安
い
。
山
西
省
臨
汾
市
洪
洞
県
に
は
、
外
地

か
ら
来
て
働
く
人
が
多
い
。
彼
ら
の
故
郷
に
は
冥
婚
の
慣
習
が
な
い
が
、
洪
洞
県
に
来
て
か
ら
こ
の
良
い
「
ビ
ジ
ネ
ス
・
チ
ャ
ン
ス
」
を

知
り
、春
節
に
帰
郷
し
て
洪
洞
県
に
戻
っ
て
く
る
と
き
に
は
、女
性
の
遺
骨
を
た
く
さ
ん
担
い
で
来
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
々

に
売
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
易
を
「
買
干
骨
」
と
い
う
。
洪
洞
県
の
住
民
は
、
表
面
的
に
は
何
に
も
言
わ
な
い
が
、
こ
れ
ら
遺
骨

の
由
来
を
よ
く
分
か
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
「
干
骨
」
は
高
く
は
な
い
が
、
女
性
の
遺
骨
で
あ
る
こ
と
が
確
実
な
ら
ば
取
引
さ
れ
、
そ
の
価
格
は
数
千
元
か
ら
数
万
元

ま
で
多
様
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
は
大
体
一
万
元
程
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
六
年
の
相
場
は
、
比
較
的
完
璧
に
保
存
さ
れ
た
「
干
骨
」
の

場
合
、
五
万
元
前
後
で
あ
る
。
人
々
は
、
先
祖
に
つ
い
て
の
悪
夢
を
見
る
と
「
風
水
先
生
」
に
尋
ね
る
が
、
す
る
と
「
風
水
先
生
」
は
、

大
体
、「
お
墓
に
一
人
で
埋
葬
さ
れ
た
孤
独
な
先
祖
様
が
悪
霊
に
な
っ
て
現
れ
た
の
で
、
冥
婚
を
さ
せ
て
慰
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

答
え
る
。
恐
れ
て
冥
婚
を
準
備
す
る
け
れ
ど
も
、
数
代
前
の
先
祖
と
は
そ
れ
程
親
し
く
感
じ
な
い
の
で
、「
湿
屍
」
で
は
な
く
「
干
骨
」

で
冥
婚
を
さ
せ
、
問
題
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
適
当
に
「
機
嫌
を
取
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、「
干
骨
」
の
価
格
が
そ
れ
ほ
ど
高

く
な
い
理
由
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
経
済
上
の
理
由
で
「
干
骨
」
を
以
て
冥
婚
を
行
な
う
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、「
干
骨
」
の

値
段
は
、
今
後
も
引
き
続
き
上
が
る
見
込
み
で
あ
る
。
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（
3
）　

死
者
の
年
齢

当
地
の
不
問
の
慣
習
に
よ
る
と
、「
死
亡
時
の
年
齢
」
が
死
体
の
年
齢
と
な
る
。
例
え
ば
、
一
八
歳
の
時
死
亡
し
た
男
性
は
、
一
〇
年

後
に
も
依
然
と
し
て
一
八
歳
と
し
て
「
媒
酌
さ
れ
る
」。
従
っ
て
ふ
さ
わ
し
い
女
性
の
死
体
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
場
合
や
経
済
的
な
理

由
で
買
え
な
い
場
合
は
、
適
切
な
時
期
を
待
て
ば
良
い
の
で
あ
る
。

（
4
）　

あ
い
や
け
関
係
の
形
成

若
い
未
婚
男
性
が
死
亡
す
る
と
、
家
族
は
釣
り
合
っ
た
家
柄
出
身
の
女
性
の
死
体
を
探
し
、
そ
の
二
人
の
死
体
を
同
穴
に
合
葬
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
彼
ら
は
「
あ
の
世
」
に
お
い
て
夫
婦
の
縁
が
結
ば
れ
、
両
家
は
、「
買
主
」
と
「
売
主
」
の
関
係
か
ら
「
あ
い
や
け
」
の

関
係
に
転
換
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
は
民
間
に
お
け
る
慣
習
法
上
の
あ
い
や
け
の
関
係
で
あ
る
。
胡
青
花
氏
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。

「
冥
婚
式
」
の
祝
い
客
が
騒
が
し
い
酒
宴
に
参
加
し
、
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
る
と
、
男
性
の
死
体
は
掘
り
出
さ
れ
る
。
す
る
と
、
冥
婚
媒

酌
が
男
性
死
体
の
目
、
耳
、
口
に
お
米
と
小
麦
粉
を
詰
め
る
。
当
地
の
慣
習
で
は
、
こ
う
し
な
け
れ
ば
「
後
代
に
良
く
な
い
」
そ
う
で
あ

る
。
そ
の
後
、
男
性
と
女
性
の
死
体
は
、
男
性
の
家
族
墓
地
に
合
葬
さ
れ
る
。
儀
式
が
終
わ
る
と
、
両
家
は
「
あ
い
や
け
」
関
係
に
変
わ

る
。
胡
青
花
氏
は
、「
子
女
を
同
穴
に
埋
め
た
か
ら
、
こ
れ
こ
そ
本
当
の
親
戚
だ
」
と
、
意
味
深
長
に
言
っ
た
。

（
5
）　

お
墓
守
り

冥
婚
儀
式
が
終
わ
る
と
、
心
配
事
は
男
性
側
の
家
族
に
移
転
さ
れ
る
。
毎
日
、「
嫁
」
が
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
、
息
子
の
墓
を
巡
視
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
報
道
に
よ
る
と
、
山
西
省
の
洪
洞
県
で
は
、
過
去
の
三
年
間
、
二
七
体
の
女
性
の
死
体
が
盗
難
さ
れ
た
。
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当
地
で
は
、
死
体
窃
盗
行
為
が
猖
獗
を
極
め
て
お
り
、
実
際
に
は
、
こ
れ
よ
り
遥
か
に
多
い
そ
う
で
あ
る
。
見
張
っ
て
い
な
け
れ
ば
「
必

ず
」
誰
か
に
盗
ま
れ
て
し
ま
う
そ
う
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
と
て
も
深
い
穴
を
掘
っ
て
四
面
を
セ
メ
ン
ト
で
固
め
た
極
め
て
堅
固
な
墓
穴

も
登
場
し
た
。
こ
の
よ
う
な
墓
穴
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
別
途
に
数
千
元
を
費
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
男
性
側
の

家
族
は
、
随
時
、
墓
地
を
巡
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
刻
の
油
断
も
許
さ
れ
な
い
。

女
性
の
死
体
を
め
ぐ
る
「
保
護
戦
」
は
、
彼
女
の
病
気
が
危
篤
に
陥
っ
て
入
院
し
た
瞬
間
か
ら
始
ま
る
。
女
性
の
家
族
は
病
院
の
職
員

を
余
り
信
頼
し
な
い
た
め
、
必
ず
二
四
時
間
体
制
で
見
守
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
し
女
性
が
死
亡
す
る
と
、
死
体
は
訳
の
分
か

ら
ぬ
う
ち
に
消
え
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
未
婚
女
性
が
死
亡
す
る
と
、
家
族
は
風
習
に
よ
っ
て
畑
に
放
置
す
べ
き
で
あ
る

が
、
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
家
の
周
辺
の
可
視
距
離
内
に
置
い
て
見
守
る
。
そ
の
う
ち
、
運
が
良
け
れ
ば
、
数
日
内
に
誰
か
に
「
求
婚
」
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。

当
地
の
人
々
は
、
冥
婚
を
さ
せ
て
か
ら
一
年
を
耐
え
れ
ば
、
子
女
の
霊
魂
は
安
ら
か
に
眠
れ
る
と
信
じ
て
い
る
。
も
し
一
年
後
に
「
不

測
の
事
件
」
が
発
生
し
た
ら
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
胡
青
花
氏
は
、「
も
ち
ろ
ん
再
び
冥
婚
さ
せ
ま
す
。
息
子
が
一
人
で
い
る
の
は

嫌
で
す
」
と
答
え
た
。

（
6
）　
「
冥
婚
産
業
群
」
の
形
成

冥
婚
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
次
の
よ
う
な
多
く
の
人
に
協
力
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
墓
穴
を
掘
る
人
、
葬
儀
屋
、

楽
隊
、
テ
ン
ト
な
ど
の
設
備
を
貸
し
て
く
れ
る
人
、
柩
を
つ
く
る
人
、
死
装
束
を
売
る
人
、
霊
安
室
の
職
員
な
ど
が
、
冥
婚
儀
式
に
関
わ
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
の
間
に
は
、
収
益
を
共
有
す
る
「
産
業
チ
ェ
ー
ン
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
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山
西
省
稷
山
県
の
あ
る
村
に
住
む
「
冥
婚
媒
酌
」
の
楊
某
（
六
五
歳
）
は
、
霊
魂
の
仲
立
ち
を
一
種
の
「
徳
を
積
む
」
行
為
と
考
え
て

い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
地
で
は
、
未
婚
女
性
が
死
亡
す
る
と
畑
に
放
置
さ
れ
る
が
、
冥
婚
を
す
れ
ば
先
祖
の
墓
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
、

清
明
節
に
は
家
族
や
後
世
か
ら
祭
祀
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
死
者
は
黄
泉
に
行
け
ず
世
を
さ
迷
う

鬼
神
に
な
っ
て
し
ま
う
。
亡
く
な
っ
た
子
女
の
た
め
に
冥
婚
を
行
な
え
ば
、
父
母
の
子
女
に
対
す
る
扶
養
の
義
務
も
果
た
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
子
女
も
安
ら
か
に
眠
れ
る
の
で
あ
る
。
普
通
の
結
婚
媒
酌
に
比
べ
て
、「
冥
婚
媒
酌
」
の
件
数
は
少
な
く
、
ふ
さ
わ
し
い
女
性
の

死
体
は
一
層
少
な
い
た
め
、
高
い
報
酬
が
も
ら
え
る
。

現
在
、
若
死
に
し
た
女
性
の
死
体
は
、
一
種
の
「
商
品
」
と
な
り
、
価
格
も
決
ま
っ
て
い
る
。
需
要
が
高
い
の
で
、
死
体
を
窃
盗
し
て

収
益
を
得
る
人
々
の
間
に
「
利
益
の
チ
ェ
ー
ン
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る（（（
（

。
冥
婚
を
め
ぐ
り
、
一
種
の
「
産
業
群
」
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

三　

冥
婚
慣
習
の
文
化
的
背
景

冥
婚
伝
統
が
維
持
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
夭
折
し
た
未
婚
男
女
は
、
家
族
墓
地
に
入
ら
れ
な
い
た
め
、
適
当
に
野
原
に
埋
葬
さ
れ
て

し
ま
う
。
し
か
し
冥
婚
を
す
れ
ば
、
家
族
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
、
家
族
や
後
世
か
ら
祭
祀
を
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
も
し
死
後
に
安

定
で
き
な
け
れ
ば
、
死
者
は
家
族
に
報
復
し
に
帰
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い
る（（（
（

。
父
母
は
、
冥
婚
を
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
夭
折
し
た

子
供
に
対
す
る
す
ま
な
い
気
持
ち
と
恐
怖
心
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
で
、
亡
く
な
っ
た
子
供
に
対
す
る
父
母
の
扶
養
の
義
務
も
果

た
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
思
考
方
式
は
ど
こ
か
ら
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
冥
婚
習
慣
の
存
在
の
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原
因
を
、
中
国
の
歴
史
、
文
化
及
び
伝
統
思
想
に
照
ら
し
て
分
析
を
行
な
う
。
も
ち
ろ
ん
、
以
下
の
諸
内
容
は
、
互
い
に
有
機
的
に
繋
が
っ

て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

1　

原
始
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

冥
婚
に
は
、
原
始
呪
術
文
化
の
要
素
が
潜
ん
で
い
る
。
宋
代
の
人
々
は
、「
殤
男
」（
夭
折
し
た
男
性
）
と
「
殤
女
」（
夭
折
し
た
女
性
）
を

合
葬
す
る
際
に
、「
設
二
座
相
並
、各
位
小
幡
長
尺
餘
者
於
座
後
」
さ
せ
た
。「
迎
茅
娘
」
と
い
う
の
も
あ
る
が
、こ
れ
は
藁
く
ず
で
つ
く
っ

た
人
形
を
以
て
女
性
を
形
状
化
し
、「
殤
男
」
に
嫁
が
せ
る
方
法
で
あ
る
。
福
建
省
の
惠
安
で
は
、「
殤
女
」
の
代
わ
り
に
、
土
で
つ
く
っ

た
女
性
の
人
形
「
涂
佛
仔
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る（（（
（

。
最
近
、女
性
の
死
体
の
価
格
が
高
騰
す
る
と
、小
麦
粉
で
女
性
の
人
形
を
つ
く
っ

た
り
、
大
根
を
人
間
の
形
に
彫
刻
し
た
り
、
人
形
に
女
性
の
服
を
着
さ
せ
て
冥
婚
を
行
な
う
こ
と
も
あ
る（（（
（

。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
中

国
人
は
悪
夢
を
見
る
と
「
風
水
先
生
」
に
尋
ね
る
が
、「
風
水
先
生
」
は
、
普
通
、「
独
身
の
ま
ま
死
亡
し
た
先
祖
に
冥
婚
さ
せ
れ
ば
問
題

は
解
決
さ
れ
る
」
と
答
え
る
の
で
あ
る
。
人
生
に
お
け
る
吉
凶
を
、
死
者
と
関
連
づ
け
て
考
え
る
思
考
方
式
に
は
、
呪
術
的
な
要
素
が
濃

厚
に
潜
ん
で
い
る
。

2　
「
生
死
同
質
」
信
仰

荀
子
は
、「
葬
礼
者
、
以
生
者
飾
死
者
也
、
大
象
其
生
、
以
送
其
死
也
。
故
如
死
如
生
、
如
亡
如
存
」（『
荀
子
・
礼
论
』）
と
指
摘
し
て

い
る
。
中
国
哲
学
で
は
「
死
即
生
」、
即
ち
生
死
は
本
質
的
に
同
じ
も
の
と
見
て
い
る
。
孔
子
は
、「
未
知
生
、
焉
知
死
？
」（『
論
語
・
先
進
』）

と
言
い
な
が
ら
も
、
鬼
神
に
つ
い
て
の
季
路
の
質
問
に
対
し
て
は
、「
未
能
事
人
、
焉
能
事
鬼
」
と
答
え
た
。
目
下
の
生
を
重
視
し
、
生
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を
理
解
し
て
は
じ
め
て
死
を
理
解
で
き
る
と
見
た
の
で
あ
る
。
中
国
人
は
、
古
代
か
ら
、
死
者
は
呼
吸
を
し
な
く
な
り
、
現
世
の
家
族
と

交
流
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
以
外
に
は
、
生
者
と
如
何
な
る
差
も
な
い
と
信
じ
て
い
る
。「
生
死
同
質
」
の
観
念
が
あ
る
か
ら
、
家
族
は
、

死
者
が
生
前
に
使
っ
て
い
た
物
品
と
生
活
用
品
を
副
葬
し
た
の
で
あ
る
。
死
者
は
、
死
後
に
お
い
て
も
、
家
族
の
構
成
員
と
し
て
の
地
位

を
永
遠
に
維
持
で
き
る
。
も
し
変
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
以
前
は
家
族
の
一
員
と
し
て
一
緒
に
生
活
し
た
が
、
死
後
に
は
他
の

世
界
に
行
っ
て
、
祭
祀
の
対
象
と
な
っ
た
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
死
者
は
、
し
ば
ら
く
の
間
、
家
族
と
の
交
流
は
で
き
な
い
が
、「
あ
の
世
」

に
行
っ
て
、
そ
こ
に
先
に
行
っ
た
家
族
と
一
緒
に
生
活
し
て
お
り
、
今
生
き
て
い
る
家
族
も
、
今
後
ま
た
そ
こ
に
行
っ
て
、
彼
ら
と
一
緒

に
生
活
す
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
百
姓
の
生
活
は
苦
し
み
に
満
ち
て
お
り
、
生
前
に
実
現
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
、
死
後
の
世
界
に

対
す
る
憧
憬
を
通
じ
て
、
そ
の
目
的
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

中
国
人
は
、
昔
か
ら
、
冥
婚
を
通
じ
て
、
生
と
死
は
相
互
に
転
換
さ
れ
得
る
と
い
う
生
死
の
同
質
的
な
価
値
構
造
を
認
識
し
て
い
る
。

嫁
ぐ
と
き
持
っ
て
い
く
嫁
入
り
道
具
と
副
葬
品
は
、
死
者
と
共
に
他
の
世
界
に
入
っ
て
死
者
の
所
有
と
な
り
、
こ
う
し
て
生
と
死
の
間
に

お
け
る
一
種
の
「
同
質
の
交
流
」
は
完
成
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。

3　

儒
家
の
生
死
観
念
と
父
系
宗
法
的
家
族
制
度

早
期
の
儒
家
は
冥
婚
に
反
対
で
あ
っ
た
が
、
夫
婦
の
人
倫
を
重
視
す
る
儒
家
に
お
い
て
は
、
生
前
に
結
婚
を
し
な
け
れ
ば
成
人
と
し
て

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、未
婚
の
ま
ま
夭
折
し
た
男
女
は
、冥
婚
を
通
じ
て
で
も
夫
婦
の
縁
を
結
ん
で
、い
わ
ゆ
る
「
正
常
な
社
会
秩
序
」

の
中
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（（
（

。
普
通
の
婚
姻
儀
式
と
冥
婚
の
そ
れ
は
大
体
同
じ
で
あ
る
。
先
祖
に
対
す
る
祭
祀
を
重
視
す
る
儒
家
の

伝
統
に
は
、先
祖
と
の
円
満
な
関
係
を
保
つ
こ
と
を
通
じ
て
、現
世
に
お
け
る
禍
を
避
け
よ
う
と
す
る
心
理
が
存
在
す
る
。死
者
の
霊
魂
は
、
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生
き
て
い
る
人
に
福
を
持
っ
て
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
禍
を
も
た
ら
す
場
合
も
あ
る
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
未
婚
の
ま
ま
夭

折
し
た
男
女
は
先
祖
の
墓
地
に
入
ら
れ
ず
、
後
代
か
ら
祭
祀
を
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
。
す
る
と
死
者
は
怨
恨
を
抱
い
て
人
間
の
世
界
に

戻
り
、
害
悪
を
与
え
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
未
婚
の
ま
ま
夭
折
し
た
女
性
は
、
世
の
中
を
さ
迷
う
鬼
神
に
な
り
、
数
年
後
に
は
悪
鬼
に
化

け
て
、
未
婚
で
体
の
虚
弱
な
若
い
男
性
を
悩
ま
し
、
死
亡
に
至
ら
せ
、
そ
の
霊
魂
を
連
れ
て
行
く
と
い
う
。
従
っ
て
冥
婚
慣
習
は
、
死
者

の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
者
の
幸
福
を
一
層
重
視
す
る
儒
家
の
現
世
的
な
思
考
方
式
を
秘
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。

儒
家
の
父
系
宗
法
的
な
家
族
制
度
に
基
づ
く
祖
先
崇
拝
は
、長
期
に
わ
た
っ
て
冥
婚
を
存
在
さ
せ
て
き
た
宗
教
的
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
。

男
性
に
世
継
ぎ
が
な
け
れ
ば
財
産
相
続
の
問
題
が
発
生
し
、
先
祖
の
墓
地
に
も
入
ら
れ
な
い
の
で
、
祭
祀
も
断
た
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
は
、

儒
教
の
礼
法
で
は
大
き
な
禁
忌
で
あ
る
。
女
性
も
未
婚
の
ま
ま
夭
折
す
る
と
、
野
原
に
放
置
さ
れ
、
世
を
さ
迷
う
鬼
神
に
転
落
す
る
の
で

あ
る
。「
死
」
と
「
婚
」
を
結
合
さ
せ
た
冥
婚
に
よ
っ
て
、
夭
折
し
た
男
性
の
財
産
相
続
の
問
題
も
解
決
さ
れ
、
死
者
も
先
祖
の
墓
地
に

葬
ら
れ
、
祭
祀
の
問
題
も
解
決
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。
家
系
図
を
直
す
と
き
、
冥
婚
し
た
夫
婦
も
新
た
に
書
き
入
れ
て
、
後
嗣
問
題
の
解
決

を
図
る
地
域
も
あ
る
。
亡
魂
が
祭
祀
を
受
け
る
先
祖
の
身
分
を
得
る
と
、
家
族
と
後
裔
は
彼
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。

4　

道
家
の
生
死
観
念
と
陰
陽
五
行
論

「
齊
生
死
」、
即
ち
「
生
死
如
一
」
は
道
家
の
中
心
思
想
の
一
つ
で
あ
る
。
宇
宙
は
「
気
」
が
不
断
に
凝
集
し
、
転
化
し
、
拡
張
さ
れ
る

場
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生
と
死
は
、
決
し
て
二
つ
の
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
生
と
死
は
互
い
に
繋
が
っ
て
お
り
、
死
亡
と
は
物
質
の
転

化
の
過
程
に
過
ぎ
な
い
。
生
死
の
連
続
生
に
よ
っ
て
、「
こ
の
世
」
と
「
あ
の
世
」
は
相
互
に
依
存
・
追
求
・
交
流
・
転
化
す
る
。
従
っ

て
冥
婚
儀
式
は
、「
こ
の
世
」
と
そ
の
延
長
と
し
て
の
「
あ
の
世
」
の
間
で
行
わ
れ
る
交
流
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
生
と
死
と
の
間
に
紐
帯
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が
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る（（（
（

。

上
述
し
た
冥
婚
伝
統
の
諸
原
因
は
、
実
は
「
陰
陽
五
行
論
」
と
い
う
大
き
な
「
担
体
」（carrier

）
に
包
摂
さ
れ
る
。
中
国
に
は
、
古
代

か
ら
、「
陰
陽
」
と
い
う
二
つ
の
世
界
に
対
す
る
観
念
が
存
在
す
る
。
冥
婚
に
お
け
る
「
陰
」
は
「
陰
間
」（
あ
の
世
）
を
、「
陽
」
は
「
陽

間
」（
こ
の
世
）
を
指
す
。
人
々
は
昔
か
ら
、
死
後
に
は
「
こ
の
世
」
に
似
た
よ
う
な
「
あ
の
世
」
に
行
っ
て
、
引
き
続
き
生
活
で
き
る
と

信
じ
て
き
た
。
死
亡
と
は
、「
陰
陽
」
と
い
う
二
つ
の
世
界
の
間
に
存
在
す
る
「
臨
界
点
」
な
の
で
あ
る
。
死
者
の
た
め
に
行
な
う
儀
式
は
、

哀
痛
の
表
現
で
あ
る
と
同
時
に
、
死
者
を
し
て
順
調
に
黄
泉
路
の
旅
が
で
き
る
よ
う
に
挙
行
す
る
盛
大
な
「
別
れ
の
儀
式
」
で
も
あ
る
。

中
国
の
冥
婚
儀
式
は
、結
婚
と
死
亡
と
い
う
二
つ
の
「
限
界
」
を
整
合
し
、こ
の
二
つ
の
「
限
界
」
の
過
渡
的
な
責
任
を
負
う
一
種
の
「
過

渡
儀
式
」
で
、
こ
れ
を
通
じ
て
両
家
の
祖
先
は
一
つ
に
結
ば
れ
、
死
者
は
「
合
法
的
な
身
分
」
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
死
者
の
身
分

転
換
に
よ
っ
て
、生
き
て
い
る
家
族
も
こ
れ
に
応
じ
た
社
会
的
地
位
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
「
過
渡
儀
式
」
を
通
じ
て
、

死
者
は
順
調
に
「
あ
の
世
」
に
渡
ら
れ
、
生
者
に
対
し
て
如
何
な
る
危
害
も
与
え
な
く
な
る
の
で
あ
る（（（
（

。

宇
宙
と
歴
史
を
理
解
す
る
た
め
の
尺
度
と
し
て
の
「
五
行
」
は
、
中
国
人
の
空
間
観
念
と
時
間
観
念
の
体
現
で
あ
る
。『
尚
書
・
洪
範
』

に
は
、「
五
行
：
一
曰
水
、
二
曰
火
、
三
曰
木
、
四
曰
金
、
五
曰
土
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
土
生
水
、
水
生
火
、
火
生
金
、
金
生
木
」
で

あ
る
か
ら
、
相
生
と
相
克
の
順
序
は
、「
土
、
水
、
火
、
金
、
木
」
と
な
る
。『
管
子
・
四
時
』
も
、「
土
」
は
中
位
に
あ
り
、
最
も
安
定

的
で
最
も
頼
り
得
る
萬
物
の
基
礎
で
あ
る
と
確
認
し
て
い
る
。
即
ち
、「
中
央
曰
土
、
土
德
時
輔
四
時
入
出
、
以
風
雨
節
、
土
益
力
」
な

の
で
あ
る
。
中
国
人
は
、
昔
か
ら
「
土
地
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
を
持
っ
て
お
り
、
死
者
が
「
入
土
為
安
」
す
る
こ
と
を
、
人
間
の
必
然
的

な
帰
着
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
『
郊
特
牲
』
に
は
、「
魂
気
帰
於
天
、形
魄
帰
於
地
、故
祭
求
陰
陽
之
義
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、

人
間
が
死
ぬ
と
、
形
体
は
土
に
入
る
が
、
形
体
か
ら
離
れ
た
霊
魂
は
帰
天
す
る
と
信
じ
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。『
周
礼
』
に
も
「
衆
生
必
死
、
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死
必
帰
土
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
入
土
為
安
」
の
帰
結
と
し
て
の
土
葬
は
、
中
国
の
古
代
社
会
か
ら
存
在
す
る
伝
統
的
な
葬
礼

方
式
で
あ
る
。
土
葬
以
外
の
そ
の
他
の
葬
礼
方
式
は
、
チ
ベ
ッ
ト
の
「
天
葬
制
度
」（

（（
（

の
よ
う
に
特
殊
な
地
域
に
見
ら
れ
、
火
葬
は
仏
弟
子

ま
た
は
非
正
常
的
に
死
亡
し
た
人
に
適
用
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ
る（（（
（

。

参
考
と
し
て
、
冥
婚
伝
統
は
仏
教
の
影
響
も
受
け
て
は
い
る
も
の
の
、
そ
れ
が
支
配
的
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
男
女
の
遺
骨
を
合
葬

す
る
土
葬
の
方
式
は
、
仏
教
の
火
葬
と
は
相
容
れ
な
い
側
面
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

四　

冥
婚
の
法
的
諸
問
題

1　

民
事
法
に
係
る
問
題

中
国
で
は
、
有
名
な
俳
優
や
歌
手
を
配
偶
者
に
し
て
制
作
し
た
「
冥
婚
証
書
」
が
、
人
出
の
多
い
街
角
や
共
同
墓
地
の
付
近
で
販
売
さ

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
公
民
の
姓
名
権
、
肖
像
権
及
び
名
誉
権
な
ど
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る（（（
（

。
も
し
生
者
が
死
者
と
冥

婚
を
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
法
律
制
度
の
辺
に
て
徘
徊
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
人
気
ス
タ
ー
が
他
人
の
一
方
的
な
意
志
に
よ
っ

て
「
冥
婚
さ
せ
ら
れ
れ
ば
」、
こ
れ
は
法
律
に
よ
っ
て
「
禁
じ
ら
れ
た
領
域
」
に
進
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
清
明
節
に
な
る
と
、

行
商
人
た
ち
は
、
Ｂ
Ｅ
Ｙ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
グ
ル
ー
プ
の
葉
世
栄
、
香
港
女
優
米
雪
や
蔡
衣
林
な
ど
の
名
前
と
写
真
を
付
け
て
制
作
し
た
「
冥
婚
証

書
」
を
販
売
し
始
め
る
。
五
〇
元
を
出
せ
ば
、
ス
タ
ー
と
冥
婚
が
で
き
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
有
名
人
の
肖
像
権
と
名
誉
権
を

侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
き
、
趙
雲
芬
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
即
ち
、
彼
ら
行
商
人
は
、
冥
婚
と
い
う
名
目
で
生
者

を
む
や
み
に
死
者
に
化
け
さ
せ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
有
名
人
の
姓
名
権
や
名
誉
権
を
侵
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
ま
た
謝
暉
は
、
次
の
点
を
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強
調
し
て
い
る
。
即
ち
、
自
然
人
は
自
分
の
姓
名
に
対
す
る
専
有
的
な
使
用
権
を
有
す
る
た
め
、
他
人
が
故
意
に
そ
れ
を
使
用
す
る
の
は

許
さ
れ
な
い
。
張
曼
玉
や
蔡
衣
林
な
ど
の
名
前
は
同
名
異
人
の
可
能
性
が
あ
る
に
し
て
も
、
如
何
な
る
人
も
、
こ
の
よ
う
な
有
名
人
の
専

有
的
な
姓
名
権
を
侵
害
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
そ
れ
を
無
断
で
使
用
す
れ
ば
、
権
利
の
侵
害
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ

の
よ
う
な
権
利
の
侵
害
に
対
し
て
救
済
措
置
を
取
る
か
否
か
は
、
そ
の
権
利
の
主
体
に
委
ね
ら
れ
て
い
る（（（
（

。

2　

刑
事
法
に
係
る
問
題

（
1
）　

死
体
窃
盗
・
侮
辱
・
売
買
に
関
す
る
犯
罪

二
〇
〇
五
年
三
月
二
八
日
、
陕
西
省
西
安
駅
派
出
所
所
属
の
警
察
官
は
、
列
車
の
乗
客
楊
某
が
所
持
し
て
い
た
ナ
イ
ロ
ン
袋
の
中
に
六

体
の
女
性
の
死
体
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
楊
某
は
、
陕
西
省
西
郷
県
の
人
で
、
清
明
節
が
来
る
前
に
死
体
を
山
西
省
に
持
っ
て
行
っ
て

販
売
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
西
安
駅
で
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る（（（
（

。

二
〇
〇
六
年
一
二
月
一
五
日
の
午
前
一
一
時
頃
、
垢
だ
ら
け
の
顔
を
し
た
乱
髪
の
乞
食
が
、
山
西
省
太
原
市
尖
草
坪
区
所
在
の
極
楽
山

荘
墓
地
に
密
か
に
侵
入
し
た
。
そ
し
て
、
ま
る
で
誰
か
を
探
し
て
い
る
よ
う
に
、
位
牌
を
一
つ
一
つ
探
り
始
め
た
。
そ
し
て
若
死
に
し
た

河
北
省
出
身
の
女
性
の
位
牌
を
見
つ
け
る
と
、
煉
瓦
を
持
ち
上
げ
て
打
ち
壊
し
始
め
た
。
墳
墓
が
破
壊
さ
れ
る
と
、
そ
の
中
か
ら
骨
箱
を

取
り
出
し
、
懐
に
固
く
抱
き
し
め
た
。
そ
し
て
そ
の
場
を
離
れ
よ
う
と
し
た
と
き
、
音
を
聞
い
て
走
っ
て
来
た
共
同
墓
地
の
管
理
人
た
ち

に
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
だ
未
婚
の
彼
は
、
冥
婚
で
も
し
よ
う
と
思
っ
て
、
女
性
の
骨
箱
を
窃
盗
し
た
の
で
あ
る
。
狂
っ
た
ふ
り
を
し

て
三
年
以
上
も
山
奥
の
洞
窟
に
隠
居
し
て
き
た
彼
は
、
河
北
省
唐
県
出
身
の
陳
彦
生
（
二
八
歳
）
で
、
以
前
、
窃
盗
罪
で
内
モ
ン
ゴ
ル
呼

和
浩
特
所
在
の
監
獄
に
三
年
間
収
容
さ
れ
て
い
た
。
出
獄
後
に
は
、
一
緒
に
受
刑
し
た
王
某
に
頼
ま
れ
、
彼
と
一
緒
に
残
酷
な
犯
行
を
犯
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中
国
に
お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

し
て
し
ま
っ
た
。
即
ち
、
王
某
の
友
人
邵
某
を
殺
す
た
め
に
、
五
〇
錠
の
睡
眠
剤
を
混
ぜ
て
つ
く
っ
た
大
き
な
餅
を
邵
某
に
食
べ
さ
せ
、

彼
が
昏
睡
状
態
に
な
る
と
、
骨
切
断
用
の
包
丁
で
首
を
切
っ
て
近
所
の
排
水
路
に
捨
て
た
の
で
あ
る
。
そ
の
次
の
日
の
夜
か
ら
、
陳
彦
生

は
、
死
亡
し
た
邵
某
が
目
を
む
い
た
ま
ま
太
刀
を
持
っ
て
追
い
か
け
て
く
る
か
、
そ
れ
と
も
首
の
な
い
人
が
大
き
な
声
で
叫
び
な
が
ら
追

い
か
け
て
く
る
悪
夢
に
苦
し
め
ら
れ
続
け
た
。
そ
の
度
驚
い
て
目
が
覚
め
る
と
、
全
身
は
冷
や
汗
で
濡
れ
て
い
た
。
彼
は
、
精
神
的
・
心

理
的
苦
痛
か
ら
離
れ
る
た
め
に
多
く
の
地
域
を
転
々
と
し
た
挙
句
、
太
原
の
あ
る
山
奥
に
あ
る
洞
窟
を
見
つ
け
、
そ
の
中
に
三
年
以
上
も

隠
居
し
続
け
た
。
彼
は
、
結
婚
し
て
子
供
も
持
ち
た
か
っ
た
が
、
自
分
に
は
そ
の
よ
う
な
縁
が
な
い
と
断
念
し
た
。
ま
た
未
婚
の
ま
ま
死

ん
で
世
を
さ
迷
う
幽
霊
に
は
な
り
た
く
な
か
っ
た
の
で
、
冥
婚
を
す
る
た
め
に
若
い
女
性
の
骨
箱
を
窃
盗
し
た
の
で
あ
る（（（
（

。

二
〇
一
一
年
、
陝
西
人
厖
某
、
赫
某
、
白
某
及
び
張
某
は
、
洛
川
、
黄
陵
、
咸
陽
な
ど
の
地
域
で
墳
墓
を
掘
っ
て
一
〇
人
の
女
性
の
死

体
を
窃
盗
し
、
そ
れ
を
家
の
中
に
隠
し
た
。
彼
ら
は
、
一
層
高
い
値
段
で
売
る
た
め
に
死
体
を
洗
い
、
病
院
の
死
体
出
庫
証
明
書
を
も
偽

造
し
た
。
そ
し
て
陝
西
省
の
延
川
、
榆
林
、
神
木
並
び
に
山
西
省
な
ど
で
、
女
性
の
死
体
を
必
要
と
す
る
人
々
に
売
り
、
二
四
万
余
元
を

手
に
入
れ
た（（（
（

。

芳
芳
（
仮
名
）
は
、
一
九
九
四
年
、
山
西
省
運
城
市
万
栄
県
の
徐
某
と
結
婚
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
六
月
九
日
に
胃
癌
で
死
亡
し
た
。

し
か
し
、
芳
芳
に
は
生
前
に
子
供
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
徐
氏
の
家
族
墓
地
に
は
入
ら
れ
ず
、
や
む
を
得
ず
徐
氏
の
家
族
が
下
請
け
し
た

土
地
に
埋
葬
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
徐
某
は
再
婚
し
た
が
、
毎
年
清
明
節
に
な
る
と
、
依
然
と
し
て
芳
芳
の
墓
に
行
っ
て
祭
祀
を
行
な
っ

た
。
こ
の
問
題
で
徐
某
と
常
に
対
立
し
て
き
た
新
婦
人
は
、「
芳
芳
の
遺
骨
を
掘
り
出
し
て
し
ま
う
ぞ
」
と
大
げ
さ
に
言
い
ふ
ら
し
続
け

た
。
結
局
、
芳
芳
の
遺
骨
は
誰
か
に
よ
っ
て
掘
り
出
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
芳
芳
の
遺
骨
は
、
隣
の
県
に
住
む
人
に
一
万
八
百
元
で
売
り
出

さ
れ
、
二
〇
一
〇
年
一
月
一
日
に
そ
の
家
族
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
芳
芳
の
姉
衛
氏
は
、「
妹
は
と
て
も
繊
細
な
子
だ
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か
ら
、
面
識
の
な
い
人
と
は
合
葬
さ
せ
た
く
な
い
。
彼
女
に
よ
く
合
う
人
と
再
び
冥
婚
を
さ
せ
た
い
」
と
言
い
な
が
ら
、
運
城
市
公
安
局
、

運
城
中
級
人
民
法
院
、
運
城
市
検
察
院
、
運
城
市
政
法
委
並
び
に
山
西
省
検
察
院
な
ど
に
訴
え
続
け
た
。
当
地
で
は
、
若
死
に
し
た
既
婚

女
性
は
、
実
家
の
墓
に
も
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い（（（
（

。

こ
れ
と
は
違
っ
て
、
夫
を
失
っ
た
女
性
の
場
合
は
、
再
婚
す
る
と
き
、「
活
嫁
死
不
嫁
」（
再
婚
後
死
亡
す
れ
ば
、
前
夫
の
懐
に
戻
り
、
彼
と

合
葬
さ
れ
る
こ
と
）
す
る
か
、
そ
れ
と
も
「
活
嫁
死
也
嫁
」（
死
後
に
は
、
現
在
の
夫
と
合
葬
さ
れ
る
こ
と
）
す
る
か
を
、
き
ち
ん
と
確
か
め
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
い
と
、
前
夫
と
現
在
の
夫
の
両
家
の
間
に
紛
争
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る（（（
（

。
女
性
が
三
回
以
上
も
結

婚
し
た
場
合
に
は
、
問
題
は
一
層
複
雑
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

二
〇
一
三
年
四
月
上
旬
、
閻
某
、
張
某
並
び
に
高
某
は
、
延
安
市
子
長
県
に
あ
る
一
五
金
門
市
場
に
行
っ
て
、
死
体
盗
掘
の
た
め
に
必

要
な
道
具
を
購
入
し
た
。
そ
の
次
の
日
の
午
後
、
張
某
は
、
閻
某
や
高
某
と
一
緒
に
車
で
富
県
吉
子
現
郷
東
屯
么
村
を
通
り
過
ぎ
る
と
き
、

路
傍
の
果
樹
園
の
中
に
新
し
い
墳
墓
が
あ
る
の
を
発
見
し
た
。
ま
た
墳
墓
の
上
に
差
し
込
ま
れ
て
い
る
「
引
魂
杆
」
を
見
て
、
中
に
は
女

性
の
死
体
が
あ
る
と
確
信
し
た
（
陝
西
省
富
県
の
埋
葬
慣
習
で
は
、
墳
墓
の
上
に
「
引
魂
杆
」
を
差
し
込
ん
で
お
く
が
、
そ
の
形
状
が
雄
鶏
の
頭
で
あ

れ
ば
男
性
の
墳
墓
で
、
雌
鶏
の
頭
は
女
性
の
墳
墓
で
あ
る
）。
そ
の
日
の
夜
一
一
時
頃
、
閻
某
と
高
某
は
、
墳
墓
の
中
か
ら
女
性
の
死
体
を
掘
り

出
し
、
既
に
準
備
し
て
き
た
袋
に
入
れ
た
。
路
傍
で
待
っ
て
い
た
張
某
は
、
そ
の
死
体
を
車
の
中
に
入
れ
た
。
三
人
は
次
の
日
の
夜
明
け

に
子
長
県
に
帰
り
、「
冥
婚
媒
酌
」
周
某
の
紹
介
を
通
じ
て
、
榆
林
市
榆
陽
区
に
住
む
人
に
死
体
を
一
万
五
千
元
で
売
っ
た
。
周
某
は
千

元
を
、
高
某
は
五
百
元
を
、
そ
し
て
諸
経
費
を
除
い
た
残
り
の
金
額
は
、
張
某
と
閻
某
が
半
分
に
分
け
て
取
っ
た
。
二
〇
一
三
年
一
〇
月

二
四
日
、
事
件
に
関
わ
っ
た
四
人
の
容
疑
者
は
、
陝
西
省
富
県
人
民
検
察
院
に
逮
捕
さ
れ
た
。
二
〇
一
四
年
二
月
二
日
、
富
県
人
民
検
察

検
は
、
閻
某
、
張
某
、
高
某
に
対
し
て
は
死
体
窃
盗
罪
の
嫌
疑
で
、
周
某
に
対
し
て
は
犯
罪
所
得
を
ご
ま
か
し
隠
し
た
嫌
疑
で
控
訴
を
提
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中
国
に
お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

起
し
た
。
陝
西
省
延
安
市
富
県
人
民
法
院
は
、
被
告
閻
某
と
張
某
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
懲
役
一
年
六
月
に
、
高
某
に
は
懲
役
一
年
に
、
そ
し

て
周
某
に
は
懲
役
六
月
及
び
罰
金
二
千
元
の
刑
に
処
し
た（（（
（

。

二
〇
一
四
年
三
月
、
王
某
は
、
山
東
省
巨
野
県
田
橋
鎮
所
在
の
あ
る
村
落
で
女
性
の
死
体
一
体
を
窃
盗
し
た
。
ま
た
二
〇
一
五
年
三
月

に
は
、
共
謀
者
八
人
と
一
緒
に
、
巨
野
県
田
橋
鎮
の
畑
の
中
か
ら
、
埋
葬
さ
れ
て
三
カ
月
経
っ
た
女
性
の
死
体
を
掘
り
出
し
、
一
万
八
千

元
で
売
り
渡
し
た
。
彼
が
売
り
渡
し
た
こ
の
死
体
は
、
河
北
省
邯
鄲
に
住
む
劉
某
に
転
売
さ
れ
た
。
劉
某
は
、
買
取
っ
た
死
体
を
病
院
の

霊
安
室
に
置
き
、
老
チ
ョ
ン
ガ
た
ち
に
連
絡
と
取
り
続
け
た
。
大
体
一
週
間
後
に
は
、
河
北
省
武
安
市
に
住
む
男
性
に
三
万
八
千
元
で
再

び
転
売
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
中
か
ら
、
本
人
は
二
万
元
を
手
に
入
れ
た
。
こ
の
事
件
は
、
河
北
省
の
複
数
の
地
域
が
関
わ
っ
て
お

り
、
極
め
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
関
わ
っ
た
一
一
人
の
犯
罪
容
疑
者
は
全
員
逮
捕
さ
れ
た（（（
（

。

冥
婚
に
よ
る
犯
罪
が
増
加
す
る
中
、
山
西
省
臨
汾
市
尧
都
区
公
安
局
は
、
二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
、
死
体
窃
盗
・
死
体
侮
辱
・
死
体

売
買
及
び
売
買
斡
旋
な
ど
の
犯
罪
を
、
刑
法
第
三
〇
二
条
に
基
づ
い
て
厳
し
く
禁
ず
る
と
い
う
内
容
の
『
通
告
』
を
公
布
し
た（（（
（

。
死
体
を

窃
盗
・
侮
辱
し
た
者
は
、
中
国
刑
法
第
三
〇
二
条
に
よ
り
、
三
年
以
下
の
有
期
懲
役
、
拘
留
ま
た
は
「
管
制
」（

（（
（

に
処
さ
れ
る
。
死
体
窃
盗
・

侮
辱
及
び
売
買
過
程
に
加
担
し
た
者
に
対
し
て
は
、
従
犯
（
第
二
七
条
）
及
び
教
唆
犯
（
第
二
九
条
）
な
ど
の
共
犯
に
関
す
る
規
定
を
適
用

し
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
中
国
刑
法
に
は
幇
助
犯
に
つ
い
て
の
規
定
が
別
途
に
設
け
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
法
的
補
完
が
必
要

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）　

故
意
殺
人

二
〇
一
〇
年
二
月
、
山
西
省
太
原
市
所
在
の
あ
る
大
学
に
在
学
中
の
榆
社
県
箕
城
鎮
出
身
の
女
子
学
生
張
薇
（
仮
名
、
二
二
歳
）
が
失
踪
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し
た
。
彼
女
が
失
踪
す
る
前
に
使
っ
て
い
た
Ｑ
Ｑ
（
中
国
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
一
つ
）
に
は
、「
二
月
二
一
日
に
大
同
駅
で
会
お
う
」
と
い
う
大
同

出
身
の
男
性
（
Ｑ
Ｑ
Ｉ
Ｄ
：「
再
見
辉
煌
」）
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
残
さ
れ
て
い
た
。
捜
査
の
た
め
、
榆
社
県
公
安
局
所
属
の
女
性
警
官
は

Ｑ
Ｑ
に
登
録
し
、「
再
見
輝
煌
」
を
友
達
に
追
加
し
た
。
三
月
八
日
、「
再
見
輝
煌
」
は
Ｑ
Ｑ
に
現
れ
、
自
分
の
Ｉ
Ｄ
を
「
没
有
銭
的
猛
男
」

に
変
え
て
か
ら
女
性
警
官
と
対
話
を
始
め
た
。
張
剛
と
名
乗
っ
た
彼
は
、
石
炭
の
商
売
を
し
て
い
る
人
で
、
現
在
、
自
分
の
部
屋
の
中
で

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
し
て
い
る
と
述
べ
た
。
女
性
警
官
は
画
像
通
話
を
誘
導
し
、
彼
の
顔
写
真
を
撮
っ
て
保
存
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、

特
別
事
件
捜
査
チ
ー
ム
は
太
原
や
大
同
で
戸
別
訪
問
を
行
な
い
、張
剛
の
本
名
が
陳
剛
だ
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
た
。
三
月
九
日
の
午
後
、

「
没
有
銭
的
猛
男
」
が
Ｑ
Ｑ
で
女
性
警
官
と
熱
く
対
話
を
交
わ
し
て
い
る
と
き
、
警
察
は
既
に
大
同
市
新
栄
区
に
あ
る
彼
の
家
の
前
に
到

着
し
て
お
り
、
戸
籍
調
査
を
す
る
と
い
う
口
実
で
家
の
中
に
入
り
、
陳
剛
を
逮
捕
し
た
。
窃
盗
罪
で
一
四
年
間
監
獄
に
収
容
さ
れ
た
前
科

の
あ
る
陳
剛
（
四
五
歳
）
は
、二
〇
一
〇
年
一
月
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
張
薇
と
知
り
合
い
、二
月
二
一
日
、彼
女
を
大
同
に
来
る
よ
う
に
誘
っ

た
。
張
薇
が
陳
剛
の
家
に
行
っ
た
と
き
、
不
吉
な
予
感
が
し
て
逃
げ
よ
う
と
す
る
と
、
陳
剛
は
彼
女
の
首
を
絞
め
て
殺
害
し
た
。
そ
し
て

偽
造
し
た
身
分
証
を
利
用
し
て
死
体
を
火
葬
し
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
男
性
に
二
万
元
で
売
り
渡
し
た（（（
（

。

二
〇
一
一
年
二
月
八
日
、
王
某
は
、
オ
ー
ト
バ
イ
で
山
東
省
滨
州
市
高
新
区
の
あ
る
道
路
を
通
り
か
か
る
と
き
、
路
傍
の
空
き
地
に
横

に
な
っ
て
い
る
流
浪
女
性
を
発
見
し
た
。
自
分
の
行
な
う
べ
き
犯
行
を
決
め
た
彼
は
、
許
某
の
家
に
行
っ
て
つ
る
は
し
を
持
っ
て
来
て
、

彼
女
の
頭
部
を
力
い
っ
ぱ
い
打
ち
下
ろ
し
た
。
そ
し
て
流
浪
女
性
が
動
か
な
い
の
を
確
認
し
た
後
、
自
分
が
行
な
っ
た
こ
と
を
許
某
に
知

ら
せ
た
。
王
某
は
、
許
某
と
一
緒
に
、
殺
害
さ
れ
た
流
浪
女
性
を
袋
に
入
れ
、
自
分
の
旧
住
宅
の
垣
根
の
下
に
埋
葬
し
た
後
、
冥
婚
を
希

望
す
る
男
性
を
探
し
出
し
て
死
体
を
売
り
渡
し
た
。
複
数
の
告
発
者
か
ら
情
報
を
得
た
公
安
機
関
は
、
二
〇
一
一
年
二
月
一
三
日
の
夜
、

王
某
と
許
某
に
対
し
て
取
調
べ
を
行
な
い
、
滨
州
市
滨
城
区
検
察
院
の
批
准
を
得
て
、
王
某
は
故
意
殺
人
罪
の
嫌
疑
で
、
そ
し
て
死
体
埋
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葬
を
協
力
し
た
許
某
は
証
拠
毀
損
幇
助
罪
の
嫌
疑
で
逮
捕
し
た（（（
（

。

二
〇
一
一
年
五
月
二
二
日
、
王
海
栄
は
劉
某
や
馮
某
に
犯
行
を
提
議
し
た
。
彼
ら
は
、
謀
議
し
た
犯
行
を
犯
す
た
め
に
、
馮
某
の
車
で

陝
西
省
延
安
市
宝
塔
区
甘
谷
駅
鎮
に
行
っ
て
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
窃
盗
し
よ
う
と
し
た
が
未
遂
に
終
わ
っ
た
。
す
る
と
王
海
栄
は
ま
た
、「
女

性
を
殺
し
て
死
体
を
売
ろ
う
」
と
提
案
し
た
。
当
日
の
午
後
、
三
人
は
車
で
宝
塔
区
姚
店
鎮
に
あ
る
三
叉
路
の
入
口
の
橋
付
近
に
立
ち

至
っ
た
と
き
、
路
傍
で
車
を
待
っ
て
い
る
妊
産
婦
を
発
見
し
た
。
王
海
栄
は
、
妊
産
婦
羅
某
を
車
に
乗
せ
た
。
約
二
〇
分
程
走
っ
て
か
ら
、

彼
ら
は
ト
イ
レ
を
理
由
に
車
を
降
り
て
各
々
や
る
べ
き
犯
行
を
決
め
た
。
車
が
再
び
走
り
始
め
る
と
、
劉
某
は
ド
ア
を
閉
め
た
。
王
海
栄

は
羅
某
の
頸
部
を
絞
め
、
劉
某
は
彼
女
が
動
け
な
い
よ
う
に
手
を
捕
ま
え
た
。
王
海
栄
は
、
劉
某
を
し
て
彼
女
の
頸
部
を
絞
め
続
け
ら
せ

た
。
結
局
、
劉
某
は
窒
息
死
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
、
彼
ら
は
延
川
県
に
行
き
、
亡
く
な
っ
た
息
子
の
あ
る
家
に
羅
某
の
死
体
を
売
り
、

二
万
二
千
元
（
王
海
栄
は
一
万
四
千
元
、
劉
某
と
冯
某
は
そ
れ
ぞ
れ
四
千
元
）
を
受
け
取
っ
た
。
延
安
市
中
級
法
院
は
、
王
海
栄
と
そ
の
連
中

に
故
意
殺
人
罪
を
適
用
し
、
王
海
栄
を
死
刑
に
処
す
る
と
同
時
に
、
政
治
的
権
利
を
剝
奪
し
た
。
王
海
栄
は
、
一
審
判
決
に
不
服
し
上
訴

を
提
起
し
た
が
、
陝
西
省
最
高
人
民
法
院
は
一
審
判
決
を
維
持
し
、
中
国
最
高
人
民
法
院
に
死
刑
執
行
の
批
准
を
申
請
し
た
。
結
局
王
海

栄
は
、
二
〇
一
三
年
七
月
二
三
日
、
刑
場
の
露
と
消
え
た（（（
（

。

二
〇
一
三
年
七
月
一
二
日
付
の
報
道
に
よ
る
と
、陝
西
人
丁
某
、山
西
運
城
人
関
某
、王
某
は
、冥
婚
の
配
偶
者
と
し
て
売
る
つ
も
り
で
、

陝
西
省
に
居
住
す
る
体
の
不
自
由
な
女
性
陳
某
を
誘
拐
し
た
。
幸
い
に
も
、陳
某
は
殺
害
さ
れ
る
前
に
芮
城
公
安
局
に
よ
っ
て
阻
止
さ
れ
、

未
遂
に
終
わ
っ
た
。
近
年
、
山
西
省
の
運
城
や
臨
汾
な
ど
で
は
、
冥
婚
を
め
ぐ
る
刑
事
事
件
や
民
事
事
件
が
多
く
発
生
し
て
い
る（（（
（

。
ま
た

山
西
省
霍
州
で
は
、
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
一
二
歳
の
女
児
が
あ
る
女
性
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
、
二
万
三
千
八
百
元
で
売
り
渡
さ
れ
た
事

件
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
る（（（
（

。
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こ
の
よ
う
な
極
端
な
犯
罪
行
為
が
絶
え
ず
発
生
す
る
理
由
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、「
経
済
的
な
利
益
」
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
種
の
犯
罪
は
、
時
代
の
発
展
と
共
に
な
く
な
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
経
済
が
発
展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、

得
ら
れ
る
「
利
益
」
も
増
加
す
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
多
数
の
人
が
利
益
を
共
有
す
る
「
利
益
群
」
ま
で
形
成
さ
れ
て
い
る
。
窃
盗
ま
た

は
殺
害
さ
れ
た
死
体
は
、
買
受
人
に
も
「
得
」
に
な
る
。
女
性
の
家
族
に
謝
礼
を
し
な
く
て
も
良
い
か
ら
で
あ
る（（（
（

。

五　

慣
習
法
と
実
定
法
の
狭
間
で

そ
れ
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
慣
習
法
」
に
よ
っ
て
盛
行
す
る
冥
婚
、
即
ち
死
者
と
死
者
と
の
婚
姻
は
、
実
定
法
上
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

中
国
で
は
、
男
性
は
二
二
歳
、
女
性
は
二
〇
歳
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
結
婚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
中
華
人
民
共
和
国
婚
姻
法
第
六
条
）。
婚

姻
関
係
は
、
自
然
人
の
間
に
お
い
て
発
生
す
る
民
事
法
律
関
係
で
あ
る
。
婚
姻
法
律
関
係
の
主
体
は
自
然
人
で
、
自
然
人
は
出
生
時
か
ら

死
亡
時
ま
で
民
事
権
利
能
力
を
有
し
、
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
民
事
権
利
を
享
有
し
、
民
事
義
務
を
負
担
す
る
（
中
華
人
民
共
和
国
民

法
通
則
第
九
条
）。
自
然
人
の
民
事
権
利
能
力
及
び
民
事
法
律
関
係
は
、
死
亡
と
同
時
に
終
了
す
る
。
冥
婚
の
事
例
を
見
る
と
、
冥
婚
の
当

事
者
は
一
〇
歳
か
ら
九
一
歳
ま
で
多
様
で
あ
る
が（（（
（

、
婚
姻
の
法
定
年
齢
に
到
達
し
て
い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
民
事
法
は
死
者
と
死
者
と

の
間
の
婚
姻
を
支
持
し
な
い
。

そ
れ
で
は
、
生
者
と
死
者
と
の
婚
姻
は
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
二
〇
一
〇
年
に
四
月
一
二
日
に
重
慶
市
で
発
生
し
た
事
件
を
紹
介

し
よ
う
。
糖
糖
と
い
う
若
い
女
性
は
、「
彼
と
冥
婚
し
た
い
。
私
た
ち
の
愛
情
を
、
天
に
い
る
彼
に
確
認
さ
せ
た
い
」
と
書
い
た
立
て
札

を
持
っ
て
、
人
出
の
多
い
街
角
に
立
っ
て
い
た
。
彼
女
ら
は
、
付
き
合
っ
て
ち
ょ
う
ど
三
年
目
に
な
る
日
（
二
〇
一
〇
年
三
月
二
九
日
）
に
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結
婚
す
る
と
約
定
し
た
が
、
彼
氏
は
出
張
で
四
川
省
に
行
っ
た
と
き
、
不
幸
に
も
「
五
・
一
二
汶
川
大
地
震
」
に
遭
遇
し
連
絡
が
完
全
に

切
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
冥
婚
で
も
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
あ
る
程
度
「
演
出
」
さ
れ
た
面
も
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
社
会
の
関
心
を
大
い
に
引
き
寄
せ
た
事
件
で
あ
る（（（
（

。

趙
雲
芬
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
糖
糖
は
冥
婚
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
婚
姻
の
法
的
手
続
き
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
国
で
は
、

婚
姻
の
法
的
効
力
を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
、必
ず
男
女
共
に
自
ら
婚
姻
登
記
機
関
に
行
っ
て
婚
姻
登
記
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

結
婚
証
を
取
得
す
れ
ば
、
夫
婦
関
係
が
確
立
す
る
（
中
華
人
民
共
和
国
婚
姻
法
第
八
条
）。
こ
の
よ
う
に
、
婚
姻
登
記
は
、
代
理
を
許
さ
な
い

法
律
行
為
で
あ
る
た
め
、
婚
姻
当
事
者
の
一
方
だ
け
で
は
、
婚
姻
の
申
請
、
審
査
、
登
記
な
ど
の
一
連
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と
が
で
き
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
糖
糖
一
人
で
婚
姻
の
法
定
手
続
き
を
完
成
す
る
方
法
は
、
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
死
亡
と
擬
制
さ
れ
る
（
死

亡
が
確
定
し
て
い
な
い
か
、
そ
れ
と
も
死
亡
宣
告
を
ま
だ
受
け
て
い
な
い
）
者
と
の
婚
姻
も
許
容
さ
れ
な
い
。
婚
姻
の
手
続
き
を
行
な
う
こ
と
が

で
き
な
い
た
め
、
財
産
相
続
の
問
題
も
発
生
せ
ず
、
今
後
糖
糖
が
他
の
男
性
と
結
婚
し
て
も
重
婚
に
は
な
ら
な
い（（（
（

。

こ
の
よ
う
に
、
実
定
法
は
冥
婚
を
支
持
し
な
い
が
、
自
然
人
が
死
者
と
冥
婚
を
行
な
う
の
は
現
実
的
に

0

0

0

0

全
く
不
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
法
律
規
定
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、
謝
晖
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
こ
の
問
題
は
自
然
人
の
放
任
に
委
ね

ら
れ
た
私
的
な
権
利
と
し
て
処
理
さ
れ
得
よ
う
。
即
ち
糖
糖
は
、
自
分
の
権
利
を
自
主
的
に
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
生
者
と
も

死
者
と
も
結
婚
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
も
し
彼
女
が
、
失
踪
し
た
男
性
と
の
結
婚
を
選
択
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
彼
女
が
他
の
人
と

結
婚
す
る
権
利
を
放
棄
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
彼
女
の
私
的
な
権
利
で
あ
る
た
め
、誰
も
こ
れ
に
干
渉
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
国
家
法
の
私
人
の
権
利
行
使
に
対
す
る
一
種
の
「
放
任
的
な
調
整
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（（（
（

。
国
家
の
制
定
法
を
以
て
統
制
の

で
き
な
い
民
間
法
の
領
域
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
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中
国
の
多
く
の
地
域
で
は
、
依
然
と
し
て
冥
婚
に
対
す
る
需
要
が
存
在
す
る
。『
中
国
新
聞
週
間
』
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
者
す
ら
冥

婚
に
対
し
て
如
何
な
る
違
和
感
も
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
彼
ら
は
、
冥
婚
は
、
夫
婦
が
「
あ
の
世
」
に
お
い
て
生
活
を
営
む

こ
と
以
外
に
は
、
普
通
の
結
婚
と
然
し
た
る
相
違
も
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
女
性
は
、
も
し
自
分
が
未
婚
の
ま
ま
死
亡
し

た
場
合
に
は
、
父
母
が
自
分
に
相
応
し
い
男
性
を
見
つ
け
て
、
自
分
と
冥
婚
を
さ
せ
て
ほ
し
い
と
正
直
に
答
え
た
。
し
か
し
、
多
く
の
若

者
は
、「
干
骨
」
と
冥
婚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
「
売
買
」
に
過
ぎ
ず
、
結
婚
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
冥
婚
に
反
対
す
る
若
者
も
多
数
存
在
す
る
。
ま
た
、
自
分
が
冥
婚
の
相
手
に
は
な
り
た
く

な
い
と
答
え
た
女
性
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
若
者
が
未
婚
の
ま
ま
死
亡
す
る
と
、
彼
ら
の
意
思
と
は
関
係
な
く
、
必
ず
父
母
に

よ
っ
て
誰
か
と
冥
婚
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う（（（
（

。
冥
婚
は
、
実
定
法
と
は
別
に
、
民
間
に
お
け
る
慣
習
法
の
支
持
の
下
に
、
依
然
と
し
て
実

行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

冥
婚
が
盛
行
す
る
に
つ
れ
、
こ
れ
に
関
係
す
る
犯
罪
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
問
題
は
ど
の
よ
う
に
解
決
す

れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
冥
婚
の
「
担
体
」（carrier

）
と
し
て
作
用
す
る
中
国
の
土
葬
制
度
を
改

革
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
主
張
が
存
在
す
る
。
即
ち
、
冥
婚
は
女
性
の
死
体
を
必
要
と
す
る
が
、
女
性
の
死
体
の
価
格
が
高
騰
す
る
状
況

の
中
で
、
高
い
利
益
を
狙
っ
た
殺
人
、
墳
墓
盗
掘
、
死
体
売
買
な
ど
の
犯
罪
の
原
因
は
、
い
ず
れ
も
山
西
省
、
陝
西
省
及
び
河
北
省
な
ど

の
広
い
農
村
地
域
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
土
葬
制
度
に
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る（（（
（

。こ
れ
ら
の
地
域
の
土
葬
制
度
を
火
葬
制
度
に
変
え
、

共
同
墓
地
を
拡
大
し
て
い
け
ば
、
冥
婚
慣
習
は
大
い
に
阻
止
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
共
同
墓
地
の
利
用
は
「
風
水
先
生
」
の
助
力
を
求

め
な
く
て
も
良
い
し
、
火
葬
を
す
れ
ば
男
女
の
死
体
を
同
穴
に
合
葬
す
る
必
要
も
な
く
な
る
た
め
、
冥
婚
に
対
す
る
熱
情
は
大
い
に
冷
め

る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
火
葬
後
の
灰
で
は
、
性
別
を
鑑
別
で
き
な
く
な
る
た
め
、
死
体
売
買
行
為
を
根
絶
し
得
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
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婚
」
の
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諸
問
題
（
金
）

あ
る（（（
（

。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
限
ら
れ
た
土
地
資
源
の
節
約
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
一
理
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
中
国
で
は
、
毎
年
約
三
千
万

人
が
死
亡
す
る
が
、
一
つ
の
墳
墓
の
占
め
る
面
積
を
約
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
だ
と
す
れ
ば
、
毎
年
約
三
億
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
が
土
葬

に
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る（（（
（

。
こ
の
点
か
ら
、
中
国
国
務
院
は
『
殡
葬
管
理
条
例
』（
一
九
九
七
年
制
定
、
二
〇
一
二
年
改
正
）
を
以
て
、
土
葬

制
度
の
改
革
を
通
じ
た
葬
礼
用
地
の
節
約
及
び
火
葬
制
度
の
実
行
を
推
進
し
て
い
る
（
第
二
条
）。
人
口
が
稠
密
で
耕
地
も
少
な
い
地
域
で

は
火
葬
を
実
行
し
、
火
葬
の
た
め
の
条
件
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
地
域
で
は
土
葬
が
許
容
さ
れ
る
が
（
第
四
条
）、
今
後
共
同
墓
地
を
建
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
（
第
五
条
）、
耕
地
・
林
地
・
水
源
地
な
ど
に
は
墳
墓
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
（
第
一
〇
条
）。「
種
族
（
結
婚
し
た

女
性
を
除
い
た
父
系
家
族
の
メ
ン
バ
ー
）
の
墓
地
」
は
禁
じ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
少
数
民
族
の
居
住
す
る
地
域
の
葬
礼
習
俗
は
尊
重
さ
れ
る

（
第
六
条
）。『
殡
葬
管
理
条
例
』
は
『
条
例
』
で
あ
る
も
の
の
、
国
務
院
に
よ
っ
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
効
力
が
全
国
に

及
ぶ
「
全
国
レ
ベ
ル
の
法
律
」
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
で
、
大
都
会
に
住
む
人
々
は
火
葬
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
土
葬
を
し
た
場
合
に
は
、
葬
礼
費
用
な
ど
の
補
助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
河
北
省
や
河
南
省
な
ど
で
は
、
農
村
に
お

い
て
も
、
火
葬
が
強
制
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
、
中
共
中
央
事
務
庁
と
国
務
院
事
務
庁
は
、『
党
員
幹
部

が
先
頭
に
立
っ
て
葬
礼
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
意
見
』（《
関
於
党
員
幹
部
帯
頭
推
動
殡
葬
改
革
的
意
見
》）
を
公
布
し
、
党
幹
部
が

率
先
し
て
葬
礼
制
度
の
改
革
を
徹
底
し
て
実
行
す
る
よ
う
促
し
て
い
る
。
さ
ら
に
二
〇
一
六
年
二
月
一
九
日
に
は
、
民
政
部
、
発
展
改
革

委
、
科
技
部
、
財
政
部
、
国
土
資
源
部
、
环
境
保
護
部
、
住
房
城
郷
建
設
部
、
農
業
部
並
び
に
国
家
林
業
局
な
ど
の
九
つ
の
部
門
が
共
同

で
、『
土
地
を
節
約
し
生
態
に
や
さ
し
い
埋
葬
を
推
進
す
る
こ
と
に
関
す
る
指
導
意
見
』（《
関
於
推
行
節
地
生
態
安
葬
的
指
導
意
見
》）
を
公
布

し
、
葬
礼
制
度
の
改
革
や
葬
礼
用
土
地
の
節
約
を
講
じ
て
い
る
。
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法
律
や
政
策
を
通
じ
て
推
進
す
る
葬
礼
制
度
の
改
革
は
、
相
当
の
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
民
間
に
深
く

根
を
下
ろ
し
た
伝
統
慣
習
を
全
面
的
に
除
去
す
る
の
は
容
易
で
は
な
い
。「
上
有
政
策
、
下
有
对
策
」（
上
に
政
策
が
あ
れ
ば
、
下
に
は
対
策

が
あ
る
）
と
い
う
中
国
語
の
表
現
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
国
家
が
火
葬
制
度
を
大
々
的
に
推
進
す
れ
ば
、
民
衆
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
制

度
を
回
避
す
る
た
め
の
様
々
な
対
策
を
講
じ
出
す
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
冥
婚
は
死
者
と
死
者
と
の
縁
を
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
伝
統
慣

習
で
あ
る
と
は
い
え
、
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
女
性
の
遺
骨
で
は
な
く
、
そ
の
「
灰
」
と
で
も
冥
婚
を
行
な
お
う
と
す
る
人
々
が
存
在

す
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
火
葬
制
度
は
、
冥
婚
習
俗
を
大
い
に
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
そ
れ
を
根
本
的
に
除
去
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
れ
に
よ
る
副
作
用
は
、
も
う
一
つ
の
社
会
問
題
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
九
九
一
年
に
発
表
さ
れ
た
あ
る
論
文
は
、
そ
の
冒
頭
か
ら
「
冥
婚
は
、
社
会
の
承
認
を
受
け
た
結
婚
形
態
の
一
つ
で
あ
る
」
と
書
き

始
め
て
い
る（（（
（

。
こ
れ
を
見
れ
ば
、
当
時
の
人
々
は
、
冥
婚
伝
統
に
つ
き
、
相
当
友
好
的
な
態
度
を
持
っ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
、

経
済
が
発
展
す
る
に
つ
れ
、
冥
婚
を
め
ぐ
っ
て
利
益
を
狙
っ
た
犯
罪
が
多
く
報
道
さ
れ
る
中
、
最
近
で
は
、
冥
婚
伝
統
を
批
判
す
る
文
章

が
引
き
続
き
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
陸
敬
平
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
唯
物
論
の
観
点
か
ら
、「
人
間
は
死
ぬ
と
ど
う
せ
灰
に
化
す
る
の

に
（「
人
死
如
灯
滅
、
肉
化
黄
土
骨
成
灰
」）、
果
た
し
て
霊
魂
や
来
世
は
存
在
す
る
も
の
か
」
と
言
い
な
が
ら
、
封
建
的
な
迷
信
、
財
物
の
浪

費
、
父
母
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
非
自
主
的
な
結
婚
、
単
な
る
「
心
理
的
な
慰
安
」
な
ど
を
冥
婚
の
弊
害
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
従
っ
て
、

こ
の
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、
農
村
の
基
層
組
織
を
通
じ
て
党
の
様
々
な
方
針
・
政
策
を
伝
達
・
貫
徹
し
、
群
衆
を
啓
道
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
社
会
主
義
の
核
心
た
る
価
値
観
を
実
践
し
、「
農
村
精
神
文
明
」
を
建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る（（（
（

。

侯
法
花
も
、
マ
ル
ク
ス
主
義
唯
物
論
に
立
脚
し
、
冥
婚
は
既
に
民
間
信
仰
の
範
囲
を
逸
脱
し
、
社
会
道
徳
と
法
律
の
権
威
に
挑
戦
し
て
い

る
の
で
、
学
校
教
育
を
通
じ
て
冥
婚
が
悪
習
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
べ
き
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
よ
う
は
媒
体
を
通
じ
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お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

て
無
神
論
を
宣
伝
す
る
と
同
時
に
、
冥
婚
の
弊
害
を
暴
露
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要
な
場
合
に
は
村
民
委
員
会
や
都
会
の
街
道
住
民
委

員
会
の
組
織
を
通
じ
て
教
育
を
行
な
う
だ
け
で
は
な
く
、
強
制
措
置
を
以
て
冥
婚
習
俗
を
消
滅
さ
せ
、「
文
明
社
会
」
を
建
設
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
る（（（
（

。

こ
の
よ
う
な
指
摘
に
も
一
理
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
改
革
・
解
放
以
降
、
人
口
移
動
の
足
か
せ
は
打
ち
破
ら
れ
、
農
村
の
エ
リ
ー
ト
は

都
会
に
移
住
し
た
。
彼
ら
は
（
生
活
環
境
の
劣
悪
な
）
農
村
に
は
二
度
と
帰
ら
な
い
た
め
、農
村
に
お
け
る
精
神
文
明
は
空
虚
化
し
て
し
ま
っ

た
。
国
家
の
指
導
が
弱
く
な
っ
た
期
に
乗
じ
て
、「
科
学
を
普
及
し
、
精
神
を
指
導
す
べ
き
」
農
村
の
公
務
員
や
党
員
す
ら
迷
信
を
信
じ

る
よ
う
に
な
り
、
巫
女
が
鬼
神
を
追
い
出
し
た
り
霊
魂
を
招
い
た
り
す
る
活
動
に
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
農
村
が
精
神
的
に
疲

弊
す
る
と
、
社
会
に
対
し
て
不
安
を
感
ず
る
人
々
は
鬼
神
を
信
じ
、
子
供
が
亡
く
な
る
と
、
冥
婚
を
通
じ
て
心
理
的
な
慰
安
と
精
神
的
な

安
定
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る（（（
（

。

し
か
し
、
儒
教
の
家
父
長
制
、
生
死
如
一
の
思
想
及
び
道
家
の
陰
陽
五
行
論
な
ど
を
そ
の
文
化
的
・
思
想
的
背
景
と
し
て
、
数
千
年
も

伝
承
さ
れ
て
き
た
民
間
習
俗
を
、
果
た
し
て
法
律
や
政
策
で
一
朝
一
夕
に
根
絶
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
れ
は
、
え
て
し
て
中
国
の

伝
統
習
俗
に
対
す
る
全
面
的
な
否
定
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
る
。
冥
婚
は
、
そ
の
良
し
悪
し
と
は
別
に
、
慣
習
法
の
支
配
を
受
け
る
民
間

習
俗
で
あ
る
。
謝
暉
は
、
中
国
人
は
春
節
に
は
必
ず
故
郷
に
帰
っ
て
家
族
と
一
緒
に
過
ご
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
数
千
年
も

の
遵
守
さ
れ
て
き
た
民
間
法
で
あ
る
と
言
い
な
が
ら
、
冥
婚
も
民
間
法
の
調
整
を
受
け
て
い
る
た
め
、
人
々
の
行
為
に
対
し
て
一
定
の
拘

束
力
を
持
つ
と
指
摘
し
て
い
る（（（
（

。
陳
華
文
も
、「
す
べ
て
の
習
俗
は
、
社
会
環
境
の
変
化
と
共
に
変
化
す
る
。
こ
れ
を
強
制
的
に
変
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
徐
々
に
導
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
政
府
が
こ
れ
を
強
制
的
に
禁
止
す
れ
ば
、
逆
効
果
が
生
じ
う
る
」
と
指

摘
し
て
い
る（（（
（

。
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冥
婚
は
非
科
学
的
な
習
俗
と
は
い
え
、
科
学
や
文
明
と
い
う
尺
度
を
以
て
民
俗
伝
統
を
判
断
し
、
政
策
や
社
会
運
動
を
通
じ
て
そ
れ
を

抹
殺
し
よ
う
と
す
る
態
度
は
妥
当
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
冥
婚
を
全
面
的
に
抹
殺
し
よ
う
と
す
る
の
は
、
極
め
て
無
謀
な
試
み
な
の
で

あ
る
。
一
度
民
俗
文
化
が
形
成
さ
れ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
生
活
様
式
は
非
理
性
的
な
慣
性
の
力
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
内

的
な
駆
動
力
は
、
科
学
文
明
に
対
す
る
追
求
で
は
な
く
、
一
種
の
宗
教
信
仰
に
対
す
る
従
順
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宗
教
の
範
疇
の
中
で

民
俗
文
化
の
基
礎
を
探
し
求
め
よ
う
と
す
る
の
が
、
科
学
的
な
言
語
で
討
論
を
行
な
う
よ
り
、
一
層
合
理
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
冥
婚

の
宗
教
的
基
礎
は
、
中
国
古
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
死
後
世
界
に
対
す
る
信
仰
及
び
祖
先
崇
拝
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
仰
が
、
依
然

と
し
て
民
衆
の
思
想
的
な
観
念
に
影
響
を
与
え
て
い
る
状
況
の
下
で
、
冥
婚
伝
統
を
全
面
的
に
阻
止
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
我
々
に
で

き
る
こ
と
は
殆
ど
な
い
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い（（（
（

。

も
し
冥
婚
に
基
づ
い
て
行
な
う
犯
罪
活
動
を
無
く
そ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
犯
罪
そ
の
も
の
に
関
心
を
持
つ
べ
き
で
あ
っ
て
、
犯
罪

の
根
拠
と
な
る
文
化
制
度
そ
れ
自
体
を
除
去
し
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
て
言
え
ば
、
誰
か
が
商
業
制
度
を
利
用
し
て
他
人
を
騙

そ
う
と
し
て
も
、
詐
欺
の
根
拠
と
な
る
す
べ
て
の
商
業
活
動
そ
れ
自
体
を
禁
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
我
々
は
、
何
故
に
、

冥
婚
と
い
う
こ
の
特
殊
な
習
俗
に
対
し
、
厳
し
い
制
裁
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
殺
人
、
墳
墓
盗
掘
及
び
死
体
売
買

な
ど
の
行
為
は
、
冥
婚
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、「
冥
婚
と
い
う
慣
習
を
借
り
て
」
犯
さ
れ
た
犯
罪
行
為
で
あ
る
。
我
々
が
阻
止
す
べ
き
は
、

冥
婚
そ
れ
自
体
で
は
な
く
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
犯
さ
れ
る
犯
罪
活
動
で
あ
る
。
犯
罪
を
阻
止
す
る
こ
と
こ
そ
、
社
会
が
努
力
し
て
実
現
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
目
標
な
の
で
あ
る
。
一
つ
の
習
俗
と
し
て
の
冥
婚
が
社
会
や
時
代
に
適
応
し
て
い
く
べ
き
方
途
を
模
索
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
冥
婚
媒
酌
」、「
風
水
先
生
」
及
び
巫
女
の
教
育
水
準
を
高
め
、
国
民
教
育
を
強
化
し
、
国
民
の
文
化
レ
ベ
ル

を
向
上
さ
せ
、
全
般
的
な
社
会
環
境
を
改
善
し
て
い
け
ば
、「
冥
婚
の
文
化
的
品
位
」
も
高
く
な
り
、
ま
た
冥
婚
に
基
づ
い
た
犯
罪
活
動
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中
国
に
お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

も
徐
々
に
減
少
す
る
は
ず
で
あ
る（（（
（

。

他
方
に
お
い
て
は
、
女
性
死
体
の
出
所
に
対
す
る
管
理
・
監
督
を
強
化
し
、
死
体
の
運
輸
過
程
に
お
い
て
発
生
し
う
る
衛
生
の
問
題
を

解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
死
体
は
そ
の
身
分
を
確
認
し
、
死
亡
証
明
書
と
厳
密
に
対
照
し
て
か
ら
埋
葬
す
る
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
民
間
に
お
い
て
実
行
さ
れ
て
い
る
慣
習
法
を
全
面
的
に
廃
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、国
家
制
定
法
も
、

郷
土
社
会
に
お
い
て
強
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
民
間
法
と
国
家
法
と
の
衝
突
は
、
適
切
に
調
節
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

慣
習
と
し
て
の
冥
婚
は
、
国
民
個
々
人
の
選
択
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
り
、
刑
事
犯
罪
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
を
国
家
機
関
に
移
管

し
て
法
に
よ
っ
て
処
理
し
、
慣
習
法
の
適
用
や
国
家
制
定
法
の
実
施
を
並
行
し
て
い
く
の
が
妥
当
で
あ
る（（（
（

。

人
間
の
持
つ
伝
統
観
念
や
信
仰
は
、
短
期
間
に
は
変
わ
ら
な
い
し
、
変
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
た
、
民
間
の
意
志
を
大
い
に
破
壊

す
る
ま
で
国
家
意
志
を
強
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
不
必
要
な
社
会
的
衝
突
を
惹
起
す
る
一
方
な
の
で
あ
る
。
中
国
人
は
、

従
来
の
観
念
が
、
経
済
的
な
作
用
の
下
で
徐
々
に
変
化
す
る
の
を
目
睹
し
て
き
た
。
改
革
・
解
放
や
計
画
出
産
政
策
を
通
じ
て
、
家
産
に

対
す
る
息
子
の
優
先
相
続
や
父
母
に
対
す
る
息
子
の
扶
養
義
務
な
ど
の
観
念
は
、
い
ず
れ
も
変
化
し
て
き
た
。
社
会
環
境
や
生
活
条
件
が

改
善
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
女
性
の
早
婚
慣
習
も
廃
止
さ
れ
た（（（
（

。
人
々
の
観
念
は
社
会
の
変
化
と
共
に
変
化
し
う
る
が
、
こ
の
よ
う
な
変
化

に
は
時
間
を
必
要
と
す
る
。
数
千
年
も
の
伝
承
さ
れ
て
き
た
冥
婚
慣
習
は
、
民
衆
の
間
で
「
自
浄
の
過
程
」
を
経
な
が
ら
合
理
的
に
調
整

さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
。
実
定
法
に
よ
る
慣
習
法
の
急
速
な
除
去
は
止
揚
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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六　

終
わ
り
に

梁
治
平
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
国
家
法
は
、
ど
の
社
会
に
お
い
て
も
唯
一
の
法
律
で
は
な
い
。
た
と
え
そ
れ
が
重
要
な
作
用
を
起
こ

す
と
し
て
も
、
そ
れ
は
す
べ
て
の
法
秩
序
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
国
家
法
の
上
と
下
に
、
依
然
と
し
て
多
様
な
類
型
の
法
律
が
存
在
す

る
の
で
あ
る
」（

（（
（

。
冥
婚
は
、
国
家
法
で
は
な
く
、
慣
習
法
の
支
配
を
受
け
る
中
国
の
伝
統
習
俗
で
あ
る
。

中
国
に
お
い
て
最
も
理
想
的
な
法
は
、
伝
統
的
に
、
次
の
よ
う
な
三
つ
の
法
を
含
む
も
の
と
認
識
さ
れ
て
き
た
。
即
ち
、
①
「
法
上

法
」（
法
の
上
の
法
）＝
天
理
や
礼
、
②
「
法
中
法
」（
法
の
中
の
法
）＝
実
定
法
（
天
理
や
礼
儀
が
不
完
全
な
形
で
文
字
化
・
条
文
化
さ
れ
た
も
の
）、

並
び
に
③
「
法
外
法
」（
法
の
外
の
法
）＝
人
情
、
で
あ
る
。
古
代
の
皇
帝
は
、
天
理
に
従
っ
て
国
家
法
を
制
定
し
た
り
、
ま
た
そ
の
時
そ

の
時
の
必
要
に
応
じ
て
詔
・
勅
・
旨
な
ど
を
発
し
た
り
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
、
人
々
が
処
さ
れ
て
い
る
「
情
」
況
や
事
「
情
」
に
則
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
法
上
法
」、「
法
中
法
」
及
び
「
法
外
法
」
の
す
べ
て
を
包
摂
す
る
概
念
と
し
て
の

法
、
即
ち
天
理
、
実
定
法
並
び
に
人
情
が
三
位
一
体
と
な
っ
た
法
こ
そ
、
最
も
理
想
的
な
法
と
見
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
中
国
人
の
日
常

生
活
で
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
「
合
情
・
合
理
・
合
法
」（
情
理
に
か
な
っ
て
且
つ
合
法
で
あ
る
）
と
い
う
言
葉
は
、
物
事
が
「
法
外
法
」（
人

情
）・「
法
上
法
」（
天
理
）・「
法
中
法
」（
実
体
法
）
の
い
ず
れ
に
も
合
致
す
る
と
い
う
意
味
に
他
な
ら
な
い
。
従
っ
て
如
何
な
る
問
題
も
、

「
法
外
法
」（
合
情
）、「
法
上
法
」（
合
理
）、「
法
中
法
」（
合
法
）
に
合
致
す
る
形
で
解
決
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。冥

婚
に
は
、
実
定
法
の
上
に
存
在
す
る
儒
家
の
礼
や
家
族
制
度
、
道
家
の
生
死
観
念
及
び
陰
陽
五
行
論
な
ど
の
伝
統
観
念
が
凝
集
さ
れ
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中
国
に
お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

て
い
る
（
法
上
法
）。
冥
婚
は
ま
た
、
子
供
に
対
す
る
父
母
の
愛
「
情
」
が
凝
縮
さ
れ
た
慣
習
法
で
あ
る
（
法
外
法
）。
天
理
や
礼
儀
が
不
完

全
な
形
で
文
字
化
・
条
文
化
さ
れ
た
実
定
法
は
冥
婚
伝
統
を
支
持
し
な
い
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
不
法
行
為
と
判
断
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
実
定
法
に
よ
っ
て
「
不
法
」
と
見
な
さ
れ
て
い
な
い
冥
婚
慣
習
を
、
実
定
法
を
以
て
廃
止
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
死
体
売
買
、
死
体
侮
辱
、
死
体
売
買
斡
旋
並
び
に
死
体
売
買
を
目
的
と
す
る
殺
人
な
ど
の
犯
罪
行
為
は
、
冥
婚

伝
統
そ
の
も
の
と
明
確
に
区
別
し
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
行
為
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
て
い
け
ば
、
冥
婚
習
俗
の
態
様
に
も
徐
々
に
変
化
が
生

ず
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
「
中
国
冥
婚
调
查
：
女
性
尸
体
成
为
一
种
“
商
品
”
明
码
标
价 

有
的
出
于
对
恶
灵
报
复
的
恐
惧
」
中
国
青
年
网
二
〇
一
六
年
五
月
一
三
日
。

（
2
）
南
都
社
论
「“
冥
婚
”
陋
习
需
要
法
律
规
制
和
文
明
引
导
」
南
方
都
市
报
二
〇
一
六
年
五
月
一
九
日
。

（
3
）
陈
华
文
、
陈
淑
君
「
冥
婚
：
婚
俗
与
丧
俗
并
存
的
生
死
同
质
信
仰
」
广
西
民
族
大
学
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
二
〇
一
二
年
三
月
第
三
四
卷

第
二
期
（V

ol. 34, N
o.2

）
九
一
、
九
三
頁
。

（
4
）
黄
景
春
「
我
国
冥
婚
习
俗
的
宗
教
学
分
析
─
─
兼
谈
当
代
冥
婚
造
成
社
会
问
题
的
解
决
路
径
」
民
间
文
化
论
坛
（Forum

 on Folk Culture

）

二
〇
一
三
年
第
二
期
（
总
第
二
一
九
期
）
七
二
頁
。

（
5
）
黄
景
春
「
一
篇
东
汉
镇
墓
文
看
我
国
冥
婚
习
俗
」
北
民
族
学
院
学
报
二
〇
〇
九
年
第
六
期
。
現
代
中
国
の
農
村
地
域
に
お
け
る
冥
婚
の
多
く
は

夭
折
し
た
男
女
の
間
で
発
生
す
る
が
、
こ
れ
は
主
に
厄
を
防
ぎ
、
祭
祀
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
都
会
に
お
け
る
冥
婚
は
、
恋

愛
中
の
男
女
の
一
方
が
不
意
の
事
故
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
き
、
生
き
て
い
る
相
手
が
死
者
に
対
し
愛
情
を
表
す
た
め
に
行
な
わ
れ
る
場
合
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
黄
景
春
「
我
国
冥
婚
的
历
史
、
现
状
及
根
源
─
─
兼
与
姚
平
教
授
商
榷
唐
代
冥
婚
问
题
」
民
间
文
化
论
坛
二
〇
〇
五
年
第
五
期
。

（
6
）
蔡
利
民 

诸
晋
祥 

译
「
中
国
和
日
本
的
冥
婚
习
俗
」
民
俗
研
究
一
九
九
一
年
第
三
期
（
总
第
一
九
期
）
五
七
頁
。

（
7
）
范
丽
娟「
日
本
冥
婚
习
俗
之
考
察
─
─
以
山
形
县
的“
迎
亲
绘
马
”
为
例
」
河
南
机
电
高
等
专
科
学
校
学
报
二
〇
一
二
年
一
一
月
第
二
〇
卷
第
六
期
、

八
三
頁
。

（
8
）
鄭
玄 

注
、
賈
公
彦 

疏
、
趙
伯
雄 

整
理
、
十
三
経
疏
：
整
理
本
『
周
礼
注
疏
』（
巻
十
四
）（
北
京
：
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
）
四
三
一
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四

頁
。

（
9
）
杨
朝
霞
「
冥
婚
形
式
及
原
因
探
析
」
西
北
农
林
科
技
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
六
年
三
月
第
六
卷
第
二
期
一
一
二
頁
。

（
10
）
「
冥
婚
导
致
命
案
连
发 

民
间
封
建
恶
俗
止
于
何
时
」
法
制
日
报
二
〇
〇
七
年
一
月
二
五
日
。

（
11
）
黄
景
春
「
神
秘
的
冥
婚
」
民
俗
博
彩
二
〇
一
一
年
八
月
五
六
頁
。

（
12
）
江
林
、「
冥
婚
考
述
」
湖
南
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
四
卷
第
一
期
四
〇
頁
。

（
13
）
黄
景
春
、
前
掲
論
文
、
五
七
頁
。

（
14
）
康
誉
之
、
昨
夢
録
、
説
부
（
巻
二
十
一
）（
北
京
：
中
国
書
店
、
一
九
八
六
、
据
涵
芬
楼　

一
九
二
七
年
一
一
月
版
影
印
）。

（
15
）
「
揭
秘
中
国
诡
异
恐
怖
的
冥
婚
风
俗
照
片 

倒
卖
女
尸
配
阴
婚
事
件
」
极
热
网
二
〇
一
五
年
八
月
二
三
日
。

（
16
）
黄
景
春
、
前
掲
論
文
、
五
七
頁
。

（
17
）
「
揭
秘
中
国
诡
异
恐
怖
的
冥
婚
风
俗
照
片 

倒
卖
女
尸
配
阴
婚
事
件
」
极
热
网
二
〇
一
五
年
八
月
二
三
日
。

（
18
）
黄
景
春
、
前
掲
論
文
、
五
七
頁
。

（
19
）
「
中
国
冥
婚
调
查
：
女
性
尸
体
成
为
一
种
“
商
品
”
明
码
标
价 

有
的
出
于
对
恶
灵
报
复
的
恐
惧
」
中
国
青
年
网
二
〇
一
六
年
五
月
一
三
日
。

（
20
）
「
配
阴
婚
地
下
链
条
调
查
：
法
律
存
盲
区
致
陋
习
难
除
」
山
西
晚
报
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日
。

（
21
）
陆
敬
平
「
冥
婚
红
火 

咋
能
熟
视
无
睹
？
」
东
方
网
二
〇
一
六
年
八
月
二
一
日
星
期
日 

五
月
一
三
日
。

（
22
）
侯
法
花
「
冥
婚
的
民
俗
学
解
读
」
法
制
与
经
济
二
〇
一
〇
年
八
月
第
八
期
（
总
第
二
四
九
期
）
一
三
一
頁
。

（
23
）
张
菁
「
冥
婚
风
俗
背
后
的
宗
教
文
化
心
里
探
微
」
群
文
天
地
二
〇
一
一
年
第
三
期
一
五
頁
。

（
24
）
黄
景
春
「
神
秘
的
冥
婚
」
民
俗
博
彩
二
〇
一
一
年
八
月
五
七
頁
。

（
25
）
陈
华
文
、
陈
淑
君
「
冥
婚
：
婚
俗
与
丧
俗
并
存
的
生
死
同
质
信
仰
」
广
西
民
族
大
学
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
二
〇
一
二
年
三
月
第
三
四
卷

第
二
期
（V

ol. 34, N
o.2

）
九
二
─
九
三
頁
。

（
26
）
同
上
、
九
三
頁
。

（
27
）
侯
法
花
「
冥
婚
的
民
俗
学
解
读
」
法
制
与
经
济
二
〇
一
〇
年
八
月
第
八
期
（
总
第
二
四
九
期
）
一
三
二
頁
。

（
28
）
张
菁
「
冥
婚
风
俗
背
后
的
宗
教
文
化
心
里
探
微
」
群
文
天
地
二
〇
一
一
年
第
三
期
一
五
頁
。

（
29
）
史
哲
睿
、
安
朵
「
习
惯
法
与
制
定
法
的
冲
突
─
─
以
陕
北
地
区
的
冥
婚
现
象
为
视
角
」
中
国
市
场
二
〇
一
六
年
第
六
期
（
总
第
八
七
三
期
）
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五

中
国
に
お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

二
〇
七
頁
。

（
30
）
黄
景
春
「
我
国
冥
婚
习
俗
的
宗
教
学
分
析
─
─
兼
谈
当
代
冥
婚
造
成
社
会
问
题
的
解
决
路
径
」
民
间
文
化
论
坛
二
〇
一
三
年
第
二
期
总
第
二
一

九
期
七
一
頁
。

（
31
）
张
菁
「
冥
婚
风
俗
背
后
的
宗
教
文
化
心
里
探
微
」
群
文
天
地
二
〇
一
一
年
第
三
期
一
五
頁
。

（
32
）
杨
泽
曦
「
中
国
冥
婚
习
俗
流
行
根
源
初
探
」
天
府
新
论
二
〇
〇
七
年
一
二
月
一
八
三
頁
。

（
33
）
杨
泽
曦
、
上
掲
論
文
、
一
八
二
頁
。

（
34
）
「
天
葬
制
度
」
は
、
霊
魂
不
滅
の
思
想
や
輪
廻
思
想
に
基
づ
い
て
、
鷹
ま
た
は
他
の
野
生
動
物
が
死
者
の
死
体
を
処
理
す
る
よ
う
に
す
る
蒙
古
族

や
藏
族
の
葬
礼
方
式
で
あ
る
。
死
亡
と
は
、
不
滅
の
霊
魂
が
身
体
か
ら
分
離
さ
れ
る
現
象
で
、
異
な
る
空
間
へ
の
転
化
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）
史
哲
睿
、
安
朵
「
习
惯
法
与
制
定
法
的
冲
突
─
─
以
陕
北
地
区
的
冥
婚
现
象
为
视
角
」
中
国
市
场
二
〇
一
六
年
第
六
期
（
总
第
八
七
三
期
）

二
〇
七
頁
。

（
36
）
姚
彦
琳
「
中
国
冥
婚
习
俗
研
究
综
述
」
民
俗
研
究
二
〇
一
六
年
第
一
期
总
第
一
二
五
期
六
九
頁
。

（
37
）
「“
冥
婚
”
引
关
注 

冥
婚
行
为
是
否
触
及
法
律
红
线
」
法
制
网
─
法
制
日
报
二
〇
一
〇
年
四
月
一
二
日
。

（
38
）
「
媒
体
揭
秘
冥
婚
黑
幕
：
高
报
酬
引
发
杀
人
盗
尸
案
」
正
义
网
（
北
京
）
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日
。

（
39
）
「
担
心
死
后
成
孤
魂
野
鬼 

杀
人
逃
犯
盗
骨
灰
自
配
冥
婚
」
新
华
网
二
〇
〇
六
年
一
二
月
二
四
日
。

（
40
）
「
配
阴
婚
地
下
链
条
调
查
：
法
律
存
盲
区
致
陋
习
难
除
」
山
西
晚
报
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日
。

（
41
）
胡
增
春
「
媒
体
揭
秘
冥
婚
黑
幕
：
高
报
酬
引
发
杀
人
盗
尸
案
」
山
西
晚
报
（
北
京
）
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日
。

（
42
）
黄
景
春
「
神
秘
的
冥
婚
」
民
俗
博
彩
二
〇
一
一
年
八
月
五
七
頁
。

（
43
）
「
陕
西
延
安
3
人
盗
女
尸
配
阴
婚 

一
具
尸
体
卖
一
万
五
」
人
民
网
二
〇
一
四
年
四
月
一
七
日
。

（
44
）
「
揭
秘
中
国
诡
异
恐
怖
的
冥
婚
风
俗
照
片 

倒
卖
女
尸
配
阴
婚
事
件
」
极
热
网
二
〇
一
五
年
八
月
二
三
日
。

（
45
）
尧
都
区
公
安
局
《
严
厉
打
击
因 “
冥
婚
”
引
发
的
盗
窃
、
侮
辱
尸
体
、
尸
骨
、
骨
灰
犯
罪
活
动
》（
二
〇
一
六
年
三
月
二
二
日
）

（
46
）
「
管
制
」
は
、
犯
罪
分
子
を
拘
禁
せ
ず
に
、
一
定
の
自
由
を
制
限
す
る
刑
罰
で
あ
る
。
人
民
法
院
か
ら
管
制
の
判
決
を
下
さ
れ
た
者
は
、
公
安
機

関
の
管
理
及
び
人
民
大
衆
の
監
督
の
下
に
、
元
の
所
属
部
門
ま
た
は
居
住
地
に
お
い
て
、
集
団
的
な
生
産
労
働
を
通
じ
て
「
改
造
」
さ
れ
る
。
管

制
期
間
は
三
カ
月
以
上
二
年
以
下
で
あ
る
（
中
国
刑
法
第
三
八
条
）。
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（
47
）
「
女
大
学
生
见
网
友
惨
遭
杀
害
并
焚
尸
配
阴
婚
」
人
民
网
（
北
京
）
二
〇
一
〇
年
三
月
二
四
日
。

（
48
）
「
山
东
一
男
子
为
卖
“
阴
亲
”
杀
死
流
浪
妇
女
被
批
捕
」
正
义
网
─
检
察
日
报
（
北
京
）
二
〇
一
一
年
三
月
二
日
。

（
49
）
台
建
林 

王
静 

王
玉
刚
「
谋
取
钱
财
起
歹
意
惨
杀
孕
妇
配
冥
婚 

延
安
杀
人
卖
尸
案
主
犯
被
执
行
死
刑
」
法
制
日
报
二
〇
一
三
年
七
月
二
五
日
。

（
50
）
「
媒
体
揭
秘
冥
婚
黑
幕
：
高
报
酬
引
发
杀
人
盗
尸
案
」
正
义
网
（
北
京
）
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日
。

（
51
）
「
为
卖
尸
体
配
阴
婚
恶
女
残
杀
小
女
生
」
山
西
晚
报
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
52
）
「
配
阴
婚
地
下
链
条
调
查
：
法
律
存
盲
区
致
陋
习
难
除
」
山
西
晚
报
二
〇
一
三
年
七
月
二
六
日
。

（
53
）
姚
彦
琳
「
中
国
冥
婚
习
俗
研
究
综
述
」
民
俗
研
究
二
〇
一
六
年
第
一
期
总
第
一
二
五
期
六
五
頁
。

（
54
）
「“
冥
婚
”
引
关
注 
冥
婚
行
为
是
否
触
及
法
律
红
线
」
法
制
网
─
法
制
日
报
二
〇
一
〇
年
四
月
一
二
日
。

（
55
）
同
上
。

（
56
）
同
上
。

（
57
）
「
中
国
冥
婚
调
查
：
女
性
尸
体
成
为
一
种
“
商
品
”
明
码
标
价 

有
的
出
于
对
恶
灵
报
复
的
恐
惧
」
中
国
青
年
网
二
〇
一
六
年
五
月
一
三
日
。

（
58
）
侯
法
花
「
冥
婚
的
民
俗
学
解
读
」
法
制
与
经
济
二
〇
一
〇
年
八
月
第
八
期
（
总
第
二
四
九
期
）
一
三
二
頁
。

陝
西
省
延
安
市
民
政
局
に
よ
る
と
、
延
安
市
で
は
、
毎
年
、
約
二
千
六
百
人
が
死
亡
す
る
が
、
彼
ら
の
殆
ど
が
土
葬
さ
れ
、
約
二
百
具
の
死
体

だ
け
が
火
葬
さ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
火
葬
さ
れ
る
者
は
、
主
に
事
故
で
死
亡
し
た
者
、
痴
呆
症
や
精
神
病
で
死
亡
し
た
者
並
び
に
外
地
の
人
な
ど
、

い
わ
ゆ
る
無
名
の
死
体
が
多
い
そ
う
で
あ
る
（
侯
法
花
、
一
三
二
頁
）。

（
59
）
黄
景
春
「
我
国
冥
婚
习
俗
的
宗
教
学
分
析
─
─
兼
谈
当
代
冥
婚
造
成
社
会
问
题
的
解
决
路
径
」
民
间
文
化
论
坛
二
〇
一
三
年
第
二
期
总
第
二
一

九
期
七
四
頁
。

（
60
）
史
哲
睿
、
安
朵
「
习
惯
法
与
制
定
法
的
冲
突
─
─
以
陕
北
地
区
的
冥
婚
现
象
为
视
角
」
中
国
市
场
二
〇
一
六
年
第
六
期
（
总
第
八
七
三
期
）
二

〇
七
頁
。

（
61
）
蔡
利
民 

诸
晋
祥 

译
「
中
国
和
日
本
的
冥
婚
习
俗
」
民
俗
研
究
一
九
九
一
年
第
三
期
（
总
第
一
九
期
）
五
七
頁
。

（
62
）
陆
敬
平
「
冥
婚
红
火 

咋
能
熟
视
无
睹
？
」
东
方
网
二
〇
一
六
年
五
月
一
三
日
。

（
63
）
侯
法
花
「
冥
婚
的
民
俗
学
解
读
」
法
制
与
经
济
二
〇
一
〇
年
八
月
第
八
期
（
总
第
二
四
九
期
）
一
三
二
頁
。

（
64
）
走
刀
口
「
冥
婚
为
何
在
部
分
农
村
再
度
流
行
？
」
文
化
观
察
二
〇
一
六
年
六
月
一
二
日
。
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七

中
国
に
お
け
る
「
冥
婚
」
の
法
的
諸
問
題
（
金
）

（
65
）
「“
冥
婚
”
引
关
注 

冥
婚
行
为
是
否
触
及
法
律
红
线
」
法
制
网
─
─
法
制
日
报
二
〇
一
〇
年
四
月
一
二
日
。

（
66
）
「
冥
婚
是
超
越
道
德
、
还
是
挑
战
法
律
？
」
新
浪
司
法
二
〇
一
六
年
五
月
一
八
日
。

（
67
）
黄
景
春
「
我
国
冥
婚
习
俗
的
宗
教
学
分
析
─
─
兼
谈
当
代
冥
婚
造
成
社
会
问
题
的
解
决
路
径
」
民
间
文
化
论
坛
二
〇
一
三
年
第
二
期
总
第
二
一

九
期
七
三
頁
。

（
68
）
黄
景
春
、
上
掲
論
文
、
七
三
頁
。

（
69
）
史
哲
睿
、
安
朵
「
习
惯
法
与
制
定
法
的
冲
突
─
─
以
陕
北
地
区
的
冥
婚
现
象
为
视
角
」
中
国
市
场
二
〇
一
六
年
第
六
期
（
总
第
八
七
三
期
） 

二
〇
八
頁
。

（
70
）
同
上
。

（
71
）
梁
治
平
『
清
代
习
惯
法
：
社
会
与
国
家
』（
北
京
：
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
一
九
九
六
）
三
五
頁
。

（
中
国
山
東
大
学
法
学
院
副
教
授
）


